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第一章

クールビューティーの前に救世主現る











　透き通った海と白い砂浜は、まるでカリブ海に浮かぶ島のような美しさ。今にも波の音が聞こえてくるのではないか。そう思えるほど鮮やかな写真の数々は、見ているだけで気分が高揚してくる。

　音無おとなし結衣ゆいはプロジェクタースクリーンに映し出された景色を見て、思わず感嘆のため息を漏らした。

『株式会社アクトアライズ』はオフィスビルや商業施設などの街づくり全般からリゾートに至るまで、幅広く開発事業を担う国内屈指の企業である。

　そのミーティングルームでは、今まさにリゾート事業部の面々が集まり、取締役たちを前にして次なるリゾート開発の候補地選定に向けて社内プレゼンの真っ最中だ。

　大学で観光産業を学んだ結衣は卒業後、憧れのアクトアライズに入社して丸六年になる。入社後、第一希望であるリゾート事業部に配属されたのは幸運と言ってもいいだろう。というのも、その部署はアクトアライズの事業の中でも一番の稼ぎ頭であるうえ、海外でも高い評価を得ているから。新入社員が配属されるのは稀なのだ。

　その一員である結衣も、プレゼンには補佐として出席している。

「みなさんもご存知のように、沖縄は世界屈指の美しい海が魅力です。その中でも伊良部島いらぶじまは二〇一五年に宮古島みやこじまと伊良部島とを結ぶ伊良部大橋が完成し、宮古空港から陸路のみで訪れるのが可能になったので、今観光客が増えている島のひとつなのです」

　堂々とした様子でプレゼンしているのは、リゾート事業部のホープ、藤井ふじい陽介ようすけだ。二十八歳の結衣の二つ後輩である。

　アーモンド型の目もとはいつでも笑みをたたえ、細く高い鼻梁は形がいい。自然な癖のある黒髪は無造作にセットされ、いかにもやわらかそう。

　隣に立ったときに、身長百六十センチの結衣より頭ひとつ分ほど高いから、百八十センチ近くあるだろう。袖をまくったときに覗かせた腕の逞しさから想像するに、すらっとしている割に鍛えているのかもしれない。

　遠くからでも目を引く容姿の持ち主で、当然ながら社内でも人気は高い。いわゆるイケメンなのにそれを鼻にかけず、人懐こくて気さくなタイプのため、その人気に拍車をかけている。

「沖縄は、拡大するインバウンド観光需要の中でも着実な成長が期待できる有望なマーケットと言えます。二〇二〇年には那覇空港の拡張が予定されており、今後も国内のみならずアジアをはじめとする外国人富裕層の増加が見込まるでしょう。いっぽうで、海外の主要マーケットと比較すると、ラグジュアリーホテルの供給が遅れており、まさに我が社の出番。成長余力が大きいと見込まれます」

　伊良部島は珊瑚が隆起してできた島で、標高八十九メートルの牧山まきやまが最高地点の平坦な島である。

　インフラが整って利便性が向上したからこそ観光客が訪れやすく、伊良部島のような島にも富裕層向けのラグジュアリーホテルの需要が高まっているのだろう。

　陽介の語り口は熱く、聞いている役員はもちろん、同じ部内のほかの候補地のプレゼンをした当事者でさえ身を乗りだして陽介の話を聞いている。

　それは結衣も同じで、議事録をとる役目を仰せつかっているにもかかわらず、キーボードを叩く手は止まり、思わずプロジェクターと陽介に目が釘づけだ。

　毎度そうなのだが、街中のホテルであってもリゾート地であっても、陽介が選定してくる候補地はどれもがみな魅力に溢れ、マーケットリサーチの観点からも収益性が非常に高く見込めるものが多い。もちろん、毎度プレゼンで勝利を収めるわけではないが、圧倒的な強さを誇る。

　今回の候補地は陽介のあげた伊良部島のほかに、伊勢志摩いせしまと北海道の比羅夫ひらふがあるが、取締役たちの反応とプレゼンの内容や出来から察するに、伊良部島に軍配があがりそうだ。

「そういった点も踏まえて、沖縄の地で世界トップクラスのラグジュアリーリゾートホテルを目指したいと考えています」

　プレゼンのラストを飾った陽介本人も手ごたえを感じたか、自信に満ち溢れた様子で最後の挨拶を終えた。

　毎回、彼のプレゼンテーション能力の高さには舌を巻くものがある。それだけではない。リサーチ力も部内で抜きんでているだろう。

　海外事業部や商業施設部を経てリゾート事業部に配属され、まだ一年とは思えない実力の持ち主であり、結衣もいつもいい刺激を受けている。

　すべて終わり取締役たちが退室すると、とたんにミーティングルーム内が賑やかになる。プレゼンをした三人の周りに、同席していた女子社員三名が「おつかれさまでしたー」と集まった。

「あーあ、今回も藤井にもっていかれるかぁ」

　早くも負けを予想しているのか、がっくりと項垂れながら陽介の肩に手を置くのは、伊勢志摩の候補地をプレゼンした時田ときた和也かずやだ。陽介よりも四つ先輩の三十歳である。

　陽介が異動してくるまでは常勝だったため、悔しさもひとしおだろう。とはいえ、伊勢志摩も圧倒的に劣っていたわけではない。取締役たちの意見にもよるが、完全に開発がなくなる可能性は低いかもしれない。時期を見計らい、伊勢志摩も着手するのではないかと結衣は感じていた。

「そんなのまだわかりませんよ。時田さんの伊勢志摩だって、見ていてさすがだなって思いましたし。時田さんにはいろいろご指導していただきたいです」

　陽介がそう謙遜すれば、時田が「お前、ほんといい奴だな」と抱きつく真似をする。その周りで楽しそうな笑い声があがった。

　同じ部員の仲間として結衣もその輪に入りたいのはやまやまだが、いつも二の足を踏んでしまう。どう声をかけたらいいのかわからない。

　物心がついた頃から大学を卒業するまで、結衣は地味で目立たない存在で過ごしてきた。いるのかいないのかわからない。気配がないと言われるのはしょっちゅう。でも、このままでは恋もできずに終わってしまうと、就職を機に生まれ変わることを決意。雑誌などで流行のメイクやファッションの猛勉強をした。

　便底眼鏡からコンタクトレンズにチェンジしたことで、もともとくっきりとしていた二重瞼を強調。コンプレックスのぽってりとした唇はグロスで濡れたような艶を手に入れた。北国出身の母親譲りか、色白でキメの細かい肌は、ファンデーションによって滑らかな陶器のように。胸もとのあたりまである髪は、自然な栗色をいかして毛先を軽く巻いている。

　黒っぽいものばかりだった洋服を思い切って捨て、これぞ女子というキラキラ感満載のフェミニンなものを着るようにもした。

　結果、自分でも驚くほどの変身を遂げたまではよかったのだが……。

　生まれついてのコミュニケーション能力の低さだけはどうにもならない。何度鏡の前で練習しても笑顔はぎこちなく、人に話しかけることすらままならないときている。

　おかげで〝美人だね〟と、これまで言われた経験のない言葉をかけてもらえるようにはなったものの、ツンツンした印象を人に与え、いつしか〝クールビューティー〟などと言われるようになってしまった。男性経験も豊富という尾ひれまでついて。

　その噂を否定するだけの技量を持ち合わせていないため、それが音無結衣の代名詞となった。

（こんなはずじゃなかったんだけどな……）

　恋どころか、同僚ともまともに話ができないとは。本当に情けない。

「音無さんもたまには一緒に行きませんか？」

　テーブルの上の資料を片づけていると、不意に声をかけられた。結衣より四歳年下の後輩、北原きたはら朋子ともこである。

　リスを連想させる小さめながらも丸い目に笑みを滲ませ、結衣に近づいてくる。うなじギリギリのショートボブと、パンツルックというスタイルから与える印象そのままの快活な女性だ。リゾート事業部内の妹的存在である。

　朋子によれば、プレゼンを終えた〝お疲れ様会〟と称し、この後みんなで飲みに行くという。

「私のことはおかまいなく」

　いつもの調子で平坦な声で返す。ほかに言い方はないのかと自分に突っ込みたくなったが、どう断ったらいいのかがわからない。せめてもっとやわらかい口調にしたいが、長年の〝ツンツン〟ぶりが身についているため難しかった。

　過去にも何度か飲み会に誘われたが、同僚たちとどんな会話をすればいいのか思い浮かばず、その度に断っている。

　朋子は一瞬だけ顔を強張らせ、無理やりともいえる笑顔を浮かべて「そうですか」と引き下がる。同僚の女子の輪に戻ると、ひそひそ話が漏れ聞こえてきた。

「北原さん、音無さんは誘っても無理なんだってば」

「そうそう。彼氏とのデートで忙しいみたいだし」

　悪口ではないだろうが、結衣の胸がチクンと痛む。それもこれも自分でまいた種。会話に困るのを気にせず〝行きます〟と言えない勇気のなさもある。

　その代わりというのもおかしいが、結衣はミーティングルームの後片づけを申し出た。

「お先にどうぞ。ここは私が施錠していきます」

　笑顔で送り出そうとしたが、頬が引きつったのは自分でもわかった。

「そ、そうですか？　それじゃ、お願いしちゃおうかな。ね？」

　女子数人で頷き合ってから、「お先に失礼します」と口々に行ってミーティングルームをあとにした。

　ガヤガヤとした一向が揃って出ていくと、ミーティングルーム内は一気に静寂となる。

「はぁ……。また失敗しちゃったな」

　誰もいなくなったため、遠慮なく大きなため息をついた。

　盛り上がったプレゼンの空気に乗せられ、今夜は誘いに乗ってもよさそうな気がしたのだが、長年のコミュニケーション能力の低さは今さら急激に好転するはずもない。

　なんにせよ、今夜はプレゼンの議事録を仕上げておきたいから、行かずに済んでかえってよかった。

　結衣はそう思いなおし、ノートパソコンと資料を抱えて自分のデスクへ戻ったのだった。




　残業を終えた午後八時半。結衣は帰り支度をしてエレベーターに乗り込んだ。

　アクトアライズが入居しているのは地下二階、地上四十五階のタワービルである。利便性の高い大手町にあり、日本経済の中心地として南に隣接する丸の内とともに、金融機関や大手商社が軒を連ねている。

　アクトアライズはそのビルの三十階から三十七階を占有しており、本社の社員は約三百人。そのほか日本国内はもちろん海外にもホテルや支社をもっているため、全社員を合わせると三千人は下らない。

　現在の社長が六十五歳のため、後継者問題などが最近は取り沙汰されている。息子がひとりいると噂で聞いたが、真偽のほどは定かではない。

　ビルのエントランスホールから外へ出ると、結衣の頬を乾いた風が撫でていった。

　五月中旬。暑くも寒くもなく過ごしやすい時期である。結衣は、春と夏の境にあるこの季節が一年のうちで一番好きだ。

（部署のみんなは今頃楽しんでるのかな）

　飲み会があった翌日などに、そのときの出来事を面白おかしく話して盛り上がっているのは、聞いているだけでも楽しい。いつか自分もその輪に入れる日はくるのだろうか。いや、定年を迎えてもないかもしれない。

　なかなか思うようにいかない現実がもどかしかった。

　会社から自宅アパートまでは、電車を乗り継いで三十分。帰る頃には九時を回るから、今夜はコンビニで軽いものを買って帰ろうか。

　結衣が腕時計を見ながらそんなことを考えていたときだった。

「ねぇねぇ、そこのキミ」

　声そのものは聞こえていたが、自分が呼ばれているとは思いもせず無視して歩き続ける。ところが、いきなり肩口をトンと軽く叩かれて心臓が飛び上がる思いがした。

　振り向かされる格好で身体が反転する。それと同時にふたりの男が結衣を見てニコニコとしていた。

（いったいどうしたんだろう？　私、なにか落とし物でもしたのかな）

　ポケットを探ってみると、ハンカチはきちんと定位置に入っている。バッグを見てみれば、開口部はしっかり閉じられていた。

（それじゃ、道に迷って困っているとか？）

　不思議に思いつつ、一歩大きく下がってふたりの顔を交互にチラッと見比べる。

「わ、キミ、美人さんだね。今、帰り？」

「え？　……まぁそうですけど」

　唐突に脈絡なく尋ねられ、胸に動揺が広がっていく。

「それじゃ、俺たちに少し付き合わない？」

　この手の誘いは社会人になってからというもの、何度か経験している。逃げるようにその場から立ち去る方法しか知らず、今回もそうしようと踵を返そうとしたとき。

「おっと、逃げなくてもいいじゃん」

　男のひとりがうしろに回り込み、結衣の退路は奪われた。

「……ごめんなさい。急いでるんです」

　自分では強く言っているつもりだが、ふたりの男はまったく動じる気配がない。それどころか、唇の端を嫌な角度で上げている。

　近くを通り過ぎる人に助けを求めようにも、声が出ない。それどころか、困っているのはわかるだろうに、大半の人は見て見ぬふりを決め込み歩道の隅を行き過ぎる。

（やだ、どうしよう……）

　左側に逃れようとしたが、ふたりに前後の間合いを詰められた。恐怖すら感じるほど近くにふたりがいて、膝が震えだす。これまで恋愛経験のない結衣に、この状況を打破するのは至難の業。なにしろ男の人を間近に感じたことすらないのだから。

「俺たちと一緒に行こうよ。ね？」

　唇を噛みしめ、必死に首を横に振る。

「おいしいもの食べて、飲んで、それから楽しいことしよう」

「い、嫌よ、やめて……」

　消え入るほど小さな声は、ふたりの耳には届かないようだ。ニヤニヤとした笑みを見て、結衣の背中に悪寒が走る。

「ほら、行こう」

　ふたりは結衣の肩を両脇から抱え込むようにした。

「やっ……」

「いいからいいから」

　引きずられるようにして足を出したそのとき。

「音無さん？」

　聞き覚えのある声が前から聞こえたかと思うと、そこに陽介が立っていた。泣きそうになっている結衣に気づき、その表情が強張る。ところが、すぐに満面の笑みを浮かべながら近づいてきた。

　通行人が見過ごしていくなか見知った人物の登場が、諦めかけていた結衣の心を強くする。心の中で〝藤井くん！〟と切実な助けを求めた。

「ごめん、待たせた？」

　突然そう言われて面食らう。それは結衣の両脇にいる男たちも同様で、ひとりは「なんだよ」と小さくボソッと呟いた。

　瞬時に結衣の置かれた状況を察知したのか、陽介は待ち合わせを装ったようだ。

「彼女になにか？　話なら俺が代わりに聞くけど」

　屈託のない笑顔に見えて、陽介の目は笑っていない。優しい口調の割には、強引にふたりから結衣を引き離した。

　腕を引っ張られた弾みで、前のめりになるようにして陽介の胸にトンとぶつかる。慌てて離れようとしたが、まるで宥めるかのようにして陽介が背中を撫で、結衣は咄嗟にこのままでいるべきだと状況を悟った。申し訳なく思いながら、その場で身を預ける。

　おそるおそる陽介の顔を見上げてみると、普段見ないような鋭い眼差しでふたりを威嚇するようにしていた。

（このまま暴力沙汰にでもなったらどうしよう）

　そんな不安を抱えながら男たちに背を向けて息をひそめていると、しばらく睨み合うような張りつめた空気のあと、「チッ」と大きな舌打ちを置き土産にふたりは立ち去っていった。

　気配が遠ざかるのを待ち、陽介からパッと飛び退くように離れる。

「ご、ごめんね」

　謝りながら頭を軽く下げると、「どうして音無さんが謝るの？」と陽介は目を瞬かせた。

「っていうか、大丈夫？」

「うん、ありがとう……」

　男たちが去っても、まだ唇の震えが収まらない。膝も笑っているような状態だ。自分の身体を両腕で抱え込んだ。

　気づかぬうちにバッグを落としていたらしく、それを拾い上げた陽介は心配そうな目で結衣を見つめた。

「少しあそこで休もうか」

　見るからに大丈夫ではないと思ったか、陽介が近くのコーヒーショップを指差す。

（面倒なところに出くわしたって思ってるだろうな。あんなことくらいでって）

　断ろうと思ったが、情けないことに身体の震えが止まらない。

　見かねたのか、陽介は結衣の返事を待たずに背中をそっと押した。不意打ちで触れられたため小さく肩が跳ねたが、惰性で足が出た結衣は、そのままコーヒーショップに陽介とともに吸い込まれるように入っていく。

　陽介はアイスコーヒーをふたつ受け取ってから、結衣を窓際のカウンター席に誘いざなった。

「……みんなと一緒じゃなかったの？」

　部署の中で会社に残っていたのは結衣ひとり。リゾート事業部総出で出かけたように見えたが。

「この近くのスペインバルにいたんだけど、俺は食べるだけ食べて帰るところだったんだ」

　なるほどと、結衣は小刻みに頷いた。

「ミルクとガムシロは？」

「両方とも。あ、自分でやるから」

「いいから」

　隣に座った彼に手を伸ばしたものの、陽介は結衣の分のコーヒーにミルクとガムシロを投入する。ストローで回したら、からりと氷が鳴った。

「どうぞ」

「……ありがとう」

　目の前に滑らされたコーヒーを見て、そうだ、お金、と陽介に支払わせたことを思い出す。動揺していたため、支払いのときに結衣は陽介の後ろで呆然と突っ立っていたのだ。

　ところが財布からお金を出そうとしている結衣に気づいた陽介は、「お金ならいらないよ」と手で制した。

「そういうわけにはいかないわ」

「誘ったのは俺だから」

　助けてもらったのは結衣だ。どちらかといえば、結衣がふたり分を支払うべきだっただろう。でもそう言われれば、結衣も頑なに拒めない。

「……それじゃ、いただきます」

　素直に甘えることにした。

　ストローに口をつけ、コーヒーで喉を潤す。冷たいものが胸の奥を伝っていき、やっと緊張が解けた感じがする。肩を軽く上下させて小さく息をついた。

「なんか意外だったな」

　唐突に口を開いた陽介の方をゆっくりと向く。端正な横顔にやわらかな笑みが浮かんだ。

　意外とはなんだろうか。

「音無さんなら、さっきみたいな男たちなんて軽くあしらうのかと思った」

　陽介がそう思うのも無理はない。同じ部署に所属しながら、これまで陽介と話したのは業務連絡ばかり。陽介に対してだけに限らないが、素っ気ない態度になりがちだった。容姿への気遣いも怠らずにいるため、結衣は男性経験が豊富なクールビューティーと噂されているままの印象だろうから。

「さ、さっきのはたまたま。相手がふたりだったからちょっと手こずっただけだから」

　嘘ばかりだ。本当は怖くて怖くて震えていたというのに。就職してからの六年間の癖がすっかり染みつき、つっけんどんな態度を軟化できない。

　ところが結衣がそう言ったところで、陽介はまったく意に返さない。にこにこと屈託のない笑みを浮かべ、結衣をまじまじと見た。

「そうは見えなかったけどな」

「そ、そんなこと……」

　目を泳がせて、誤魔化すようにストローを口に含む。勢いよく吸い込み、半分くらいまで一気に喉に流し込んだ。なんて怪しい仕草だろうと自分で辟易する。

「もしも違ってたら悪いけど」

　陽介が妙なところで言葉を止める。

「音無さんって、もしかして男が苦手だったりする？」

　ストローを通してコーヒーに息を吹き込んでしまうところだった。図星を突かれ、目を白黒させる。まさか、陽介が見抜くとは思いもしなかった。それも、ふたつも年下の男だ。

「いや、なんかさ、さっき男ふたりといたときも怯え方が半端ない感じだったから。まぁ、あんなふうに強引にされたら怯えるのも当然だけど」

　唖然として、なにも言い返せない。あまりにもびっくりして、否定も肯定もできなかった。

「当たりみたいだね」

　陽介が満足げに言ったところで、ハッと我に返る。

「ちっ、違うから！　そんなこと全然ないから！」

　なにを必死に否定しているのだろうかと、自分で自分がわからなくなる。誤解されたままでは嫌だったはずなのに、六年間もクールな女の仮面を被っていたせいで、それを脱ぐのが怖くなってしまったのか。

　二十八年間、恋を知らずに生きてきたため、すっかりこじらせ女になったようだ。

　結衣が強く否定しているにもかかわらず、陽介はまるで天使のような穏やかで優しい笑顔だった。それが眩しくて、つい目を逸らす。

（……私、なにやってるんだろう）

　自己嫌悪だ。いきなり正体を暴かれたため困惑し、窮地を救ってくれた陽介を強い口調で突っぱねてしまった。

　これは本当のことを知ってもらう、いい機会なのかもしれない。このままでいたら、本当に恋とは無縁の女になるだろう。

「強く言い返してごめんね」

「いや、べつに気にしないよ」

　結衣が突然態度を軟化させたにもかかわらず、陽介はまったく気にする様子はない。天使のような笑顔に絆され、結衣の口からこれまで言えずにいたひと言がこぼれる。

「……私、本当はみんなが思ってるような女じゃないの」

「どういうこと？」

　カウンターで俯く結衣の顔を陽介が覗き込む。興味津々といった様子だ。

「恋愛経験が豊富みたいに言われてるけど、本当は全然……」

　地味女を脱却した直後は、これでようやく恋ができると期待に胸を膨らませていた結衣だったが、まさか変身がいきすぎて高嶺の花扱いをされるとは想像もしていなかった。中身は完全なる地味女のままだから。

　二十二年間の自分を覆すのは、そう簡単ではなかったらしい。

「それじゃ、彼氏は？」

　首を横に振って答える。

「今だけじゃなくて、彼氏なんていたためしがないの」

　恥ずかしい気持ちがなかったわけじゃない。会社でも人気のある陽介にあけすけに打ち明けるつもりもなかった。

　でも、あんな場面を見られて鋭い指摘をされれば、これ以上違うと否定する方が結衣には難しい。本音では誰かに真実を聞いてもらいたかったのもあるだろう。

「私、大学卒業するまで地味なことがコンプレックスで」

「音無さんが？」

　嘘だろう？という様子で陽介が目を丸くする。今の姿しか知らなければ、その反応は当然かもしれない。

　恋愛経験がまったくないと白状したとたん、結衣の口からぽろぽろと真実がこぼれてくる。

　二十二年間地味に生きてきたこと。なんとか生まれ変わりたくてメイクやファッションを勉強したこと。恋愛経験が豊富だと噂されても否定できないほどコミュニケーション能力が低いこと。そのせいでクールビューティーなんて言われるようになったこと。誰にも言えずに胸にしまっていた、これまでの結衣の半生をゆっくりと白状していく。

　陽介は口を挟まず、ただ黙って結衣を隣から見つめ、じっと話を聞いていた。

　こうして自分の本当の姿や本心を誰かに話すのは初めてだった。自分でも思わぬうちに心の重しになっていたのかもしれない。陽介に話を聞いてもらい、いくらか心が軽くなったような気がする。

「音無さんにそんな秘密があるなんて考えもしなかった」

　結衣が話し終えると、陽介は椅子の背もたれに身体を預けるようにした。思いも寄らない話を聞き、驚きを隠せないといった様子だ。

「変な話を聞かせてごめんね」

　打ち明けておいて今さらだが、謝らずにはいられない。二十八歳にもなって恋の経験もないという元地味女の話を聞かされても、反応に困るだけだろう。人生相談でもないのに、とつとつと悩みを聞かせてしまい申し訳なくなってきた。

　ところが、結衣の考えとは裏腹に、陽介は屈託のない笑みを向けてよこす。

「いや、貴重な話を聞けてラッキーだよ」

　思わぬ反応に、結衣は小首を傾げた。

（私のあんな話が貴重？　どうしてラッキーなの？）

　わからずに結衣は目を瞬かせる。

「恋愛をしたいなら、まずは男にもう少し慣れた方がいい」

「……慣れるって？」

　聞き返した直後、膝にのせていた結衣の手に陽介が手を重ねる。反射的にそこからパッと手を引き抜くと、「そういうの」と陽介は微笑んだ。

　つまり、過剰すぎる反応はおかしいということか。たしかに結衣は男性が近づいただけで顔を背けたり、パーソナルスペースを守ろうという本能が働いて極端に距離を取ったりする癖がある。それがクールに見られる原因のひとつだ。

「でも、どうしたらいいのかわからないわ」

　慣れようにも、その術がない。女子校育ちではないが、目立たず地味だった結衣は異性と話す機会すら稀だった。就職して初めて、同僚の男性とまともな会話をしたというありさま。とはいえ、業務連絡が主だが。

　近くにいた男性といえば父親だが、さすがに父親は異性にカウントする存在とは違う。

　そういうわけだから、慣れたくてもどうしようもないのだ。

「それなら俺で練習する？」

　陽介が突拍子もないことを言いだした。

（藤井くんで練習なんてとんでもない……！　しかも練習ってなにするの？）

　結衣が懸命に首を横に振ると、陽介は自嘲気味に笑う。

「そんなに嫌がられるとつらいんだけど」

「違うの。そうじゃないの」

　陽介を嫌なわけではない。両手を胸の前で振ってアピールする。

「年下じゃ不満？」

　それはないとは言いきれない。自分より二歳も若い男に教えてもらうのはちょっと恥ずかしいという、ちゃちなプライドに過ぎないが。そもそも結衣は恋愛に関しては赤子同然のくせに、なにを偉ぶっているのか。

「藤井くんに練習台になってもらうなんて悪いから」

「俺が提案してるんだから、悪いもなにもないよ。それに、このままでいいの？」

　そう問いかけられたら、答えは〝ＮＯ〟だ。全然よくはない。

　目の奥を覗き込んできた陽介に首をひと振りして答える。

「それじゃ決まり」

「ちょ、ちょっと待って」

　このままではよくない。でも、だからといって陽介を巻き込むわけにもいかない。

　結衣は動揺と混乱に包まれるが……。

「俺に任せて」

　自信たっぷりに言われ、結衣もそれ以上は突っぱねられなくなった。練習がなんなのかもわからないまま、最後にはぎこちなく頷く。

　とはいえ、社内でも随一の人気を誇る陽介だから、女性の扱いは慣れているだろう。恋愛初心者の結衣を上手に導くかもしれない。

　不安でいっぱいの心に小さな光が灯る。

「……それじゃ、よろしくお願いします」

　姿勢を正して形式ばったお辞儀をすると、陽介は「そんなに力まなくて大丈夫」と笑った。

　その後、陽介がつかまえたタクシーにふたりで乗り込み、そこで連絡先を交換。結衣はアパートまで送り届けてもらったのだった。










第二章

恋のレッスンのはじまり











　お風呂からあがりパジャマに着替え終わったところで、鈴の音がチリンとひとつ鳴った。スマートフォンがそんな音をたてるたびに、結衣の心臓はドキッと弾む。

　友達と呼べる人がいない結衣に連絡を入れてくるのは、実家の両親くらいのもの。その両親とは昨日電話で近況を話したばかり。ほかに可能性としてあるとすれば、三日前に連絡先を交換した陽介だ。その日以降、毎晩毎朝、陽介とメッセージのやり取りをしていた。

　狭いパウダールームのパジャマの上に置いていたスマートフォンを手に取ると、やはり陽介からのメッセージだった。そこで再び鼓動が小さく跳ねる。

　彼氏どころか友達さえもいない結衣は、男の人とメールやメッセージのやりとりをした経験すら皆無。おかげで、これまで自宅に帰ればバッグに入れっぱなしにしていたスマートフォンは、ここ三日間、肌身離さずにいる。メッセージに気づかずに返信が遅くなるのを防ぐためである。

　結衣が男の人に慣れるようにと、〝レッスン〟を買って出てくれた陽介を待たせるわけにはいかない。結衣は、なるべく彼の手を煩わせたくないと考えていた。期待に応える〝生徒〟でありたいと。

　急いでパジャマを着てタオルを肩にかける。濡れた髪のままパウダールームを出て、リビングダイニングとして使っている部屋のソファに腰を下ろした。

　アプリをタップしてメッセージを開く。

【今なにしてた？】

　他愛もないひと言に結衣はやけにドキドキとする。それもこれも、今までにこうした経験がないせいだろう。そのアプリも、陽介に言われてインストールしたばかりだ。

　メッセージアプリは恋に必要なツールのひとつ。まずはこれで男性との会話に慣れようという陽介のアドバイスによる。

（えぇーっと、普通に答えていいのよね？）

　いったん考えてから入力していく。

【お風呂に入ってた】

　送信ボタンをタップし、続けてスタンプを押す。

「あっ、間違えちゃった！　これじゃなくて……」

　スライドしているうちに、誤って意図したものとまったく違うものを送ってしまった。たしか、ウサギがお風呂に入っているかわいいスタンプがあったから、それを使いたかったというのに。結衣が押したのは、額に血管が浮き上がっているクマのドアップだった。

「あれ？　どこだっけ」

　そうこうしているうちにメッセージに既読がついた。そして即座に次のメッセージが送られてくる。

【なんで怒ってるスタンプ？笑】

【違うの。間違えちゃって】

【お風呂の邪魔すんなって言われたのかと思った】

【まだ慣れなくて】

　アップテンポで返信され、ついていくのがやっと。本当はスタンプも適宜入れたいが、その余裕がない。あたふたと迷う指先。

（あ、あった）

　画面を触っているうちに、やっと入浴中のうさぎのスタンプを見つけた。手遅れかもしれないが、せっかくだから送っておこうとタップする。

　すると、コンマ一秒と経たないうちに【今それ？】というメッセージに続けて爆笑しているキャラクターのスタンプが返された。

（速すぎる……。私が遅いんじゃなくて、藤井くんが速いんじゃないかな）

　そうは思うが、それを文章にしているうちに置いてきぼりをくらいそうで、結衣の指先は止まる。次はなんて返そうか。

　結衣は相手に関係なく会話自体が苦手なため、話題を探すのにひと苦労する。あれこれと頭の中をリサーチするが、それで見つけられればこれまでも苦労しなかっただろう。

　人差し指を画面に触れるか触れないかのところで待機させていると、陽介からのメッセージが再び届いた。

【電話していい？】

「えっ……」

　心の声がつい口から漏れる。陽介はおそらく、メッセージでは埒が明かないと思ったのだろう。まともな会話が成り立たないのだから、それも当然だ。

（でも電話……）

　いきなりレベルが上がり、脈拍が速くなっていく。

　これは男性に慣れるためのレッスン。ステップアップしていかなければ意味がない。結衣にとって、陽介はいわば先生。その陽介に指導をしてもらっている以上、生徒は素直に従った方がいいだろう。

　了承の意味を込め、うさぎが両腕で大きく丸を作っているスタンプを送信する。今度は会話に合ったものが選べたと、結衣なりに満足だった。

　既読がついた直後、電話の着信を知らせて結衣のスマートフォンがオルゴール音を響かせる。事前に知っていたとはいえ、画面に〝藤井陽介〟と名前が表示されると、胸がドキドキと張りつめる。それもこれも、男性からの着信が初めてのせいだ。

　これではまるで中学生。いや、中学生の方が結衣より進んでいるのではないか。となると、結衣は小学生レベルになる。

　震える指先で応答をタップした。

「も、もしもし」

『藤井です』

「あ、えっと、音無です」

　同じようにつられて名乗ると、陽介がぷっと噴き出す。笑われるようなことを言ったつもりはない。

「え？　なに？」

『いや、音無さんっておもしろい人だったんだね』

「……おもしろい？」

　おもしろいとは、どういうことだろうか。今までそんなふうに言われたことはない。大学生までは、良くて〝おとなしい〟、悪くて〝存在感のない空気のような女〟だった。就職してからは言わずと知れた〝クール〟だ。

『ここ三日くらいのメッセージのやり取りとか、会社でてきぱきと仕事をこなす〝できる女〟と全然違うから』

　陽介は、結衣が一番恐れていた印象をもったらしい。

（あぁ、やっぱりそう思うよね。みんなが普通に使いこなしているメッセージですら、あんなにぎこちないんだもんね。会話らしい会話だって思いつかないし）

　せっかくレッスンしてくれようとしているのに申し訳ない。

『怒った？』

　結衣が押し黙ったままでいたせいか、陽介が様子を窺うようにして聞いてきた。

「ううん。そうじゃなくて、ごめんね」

　結衣が怒る場面ではないだろう。むしろ謝罪すべきなのではないか。そう考えて謝ると、陽介は『なんで謝るの？』と切り返す。

「つまらないことに付き合わせちゃってるなと思って。私と話しても楽しくないでしょ」

『つまらなくないよ』

　社交辞令なのだろう。それが優しさから出た言葉だとわかっていても、結衣の鼓動はたやすく弾む。

『意外性抜群。音無さんってかわいい女性だね』

「……えっ？」

　思いがけない言葉にうろたえる。変身してから〝綺麗〟だと言われるようになったが、〝かわいい〟とは無縁だった。それもこれも素っ気なさからくる冷たい印象のせいだろう。

『すごくかわいい』

「どど、どうしてそんな……」

　自分でもおかしいくらいに動揺して、言葉につまった。いきなり唇が不自由になった気がする。

『スタンプ間違えたり、一生懸命話すことでも考えてるのかなって思うような〝間〟があったり』

　それがかわいいに繋がるのが結衣にはわからない。異性との初めてのやり取りに浮き足立っているだけの、単なる不器用で恋に不慣れな女だ。

　そうとはいえ、初めてかわいいと言われ、結衣の心臓はドキドキを通り越してバクバクだ。情けないほどに単純ときている。

『なんか得した気分』

「お買い得セールみたいな？」

　自分でもなにを言っているのだろうと思ったが後の祭り。そんな切り返ししか思いつかなかった。

『ちょっと違うけど、まいっか』

　陽介がくすりと笑う。

　もしかしたら、結衣の変なたとえを馬鹿だなぁと思ったのかもしれない。でも、陽介が笑ったのならよしとしよう。

『音無さんにひとつ提案があるんだ』

「うん、なに？」

『下の名前で呼び合う練習しない？』

「下の名前ってつまり……」

　名字じゃない方だ。

　メッセージの次が電話。そして今度は〝名前呼び〟ときた。

（ってことは、〝陽介くん〟って呼ぶの？　〝結衣〟って呼ばれるの？　……うわぁ、無理無理無理。テクニックが高等すぎるわ……！）

　頭の中が軽くパニックになる。

　異性のうち、結衣を下の名前で呼ぶのは父親くらい。結衣だって、名字以外で男の人を呼んだためしはない。

『陽介って呼んでみて』

「無理」

『どうして？』

「恥ずかしい」

　素直に打ち明ける。とにかく恥ずかしいのだ。

『それじゃ先に進まないよ。慣れたいんじゃなかったっけ？』

　陽介が痛いところを突いてきた。まさしくその通りなのだ。これは結衣が男の人に慣れるためのレッスンであると思い出す。

「……そう、だったよね」

『それなら？』

　呼ぶ以外に道はないだろう。

　胸いっぱいに息を吸い、細く長く吐き出す。そうしたところで緊張が解けるわけではないが、やらないよりはましだろう。

「よ、よ、よ……陽介、くん……」

　つっかえながらになったうえ、最後の方は消え入るほどの声になる。

『もう一度』

　当然ながら、〝先生〟がダメ出しをする。

　よし今度こそはきちんと言おう。恥ずかしがっている場合ではない。気持ちを強くもち、はっきりしっかり口に出す。

「陽介くん」

『いいね』

　言い方が少しばかり硬い気がしなくもないが、なんとか合格点をもらえた。

　一歩ずつ着実に階段を上っているようで自分が誇らしくなる。

『結衣さん』

　今度は不意打ちで呼ばれ、喉の奥がひゅっと鳴る。ほっとして油断していたため、ドキドキ感が半端ない。しかも甘い声ときている。奇襲はやめてほしいものだ。

『って呼んでもいいよね？』

　陽介が時間差で念のための確認をする。

　結衣が拒絶するのはおかしいだろう。

「うん。あ、でも会社では」

『わかってるよ』

　そう切り返されてハッとする。会社では名字に決まっているだろう。陽介は妙なレッスンを秘密にしたいだろうから。変な噂を立てられて陽介を困らせたくはない。

　おやすみの挨拶を交わし、電話を切る。とたんに強張っていた身体から力が抜け、結衣はソファにそのまま横倒しになった。半乾きの髪が上気した頬にあたる。

「……〝陽介くん〟だって」

　ひとり言のように呟いてから、クッションを口にあてて「キャーッ」と叫ぶ。くぐもった声が部屋に響いた。




　社内プレゼンから一週間が経過した。

　あれからも陽介によるレッスンは継続中。スタンプの押し間違いはたまにあるが、最初に比べればメッセージのやり取りはスムーズになっている。

　厄介なのは電話だ。陽介の声はもともと低く落ち着いているため、電話越しになると甘く聞こえるのだ。これまでも出先から陽介がかけてきた電話を会社で出たことはあるが、仕事として気持ちを律していたためか、そこまで翻弄されなかったのだが……。

　その甘さを意識すると、結衣はどんどんおかしい様子になっていく。自分に考える隙を与えないようにするためか、普段以上にしゃべってしまう。しかもそれが、考えるよりも先に口が動くという自制が効かない有様ときている。

　その度に陽介に笑われ、恥ずかしくてたまらない。クールなイメージを払拭できたのはよかったが、方向性を誤った気がする。

　とはいえ、ひとまず〝男性に慣れるレッスン〟の初級編は順調と言えるだろう。

　結衣が人知れず満足げに心の中で頷いたときだった。

「ちょっとみんな集まってくれ」

　リゾート事業部の部長である宮野みやのが自身のデスク前で立ち上がり、部員を招集する。結衣も仕事を中断して、宮野のデスクへ向かった。

「次のリゾート開発の候補地が決まった」

　役員審査が終わり、いよいよ決断が下されたようだ。三つのうち、どこになっただろう。プレゼンをした当事者三人はもちろん、全員が宮野の言葉を今かと待つ。

　宮野は視線をサッと流して全員を見てから口を開いた。

「沖縄の伊良部島リゾート」

　発表された瞬間静まり返った部内で、「わー！」という歓声と「はぁ」というため息が交差した。

　陽介の企画が通ったのだ。プレゼンを競い合った三人で激励し合う。その周りを囲むようにして、他の部員が「おめでとう」と陽介に声をかけた。

　結衣はそれを少し離れたところから眺める。おめでとうと心の中で言ったのが聞こえたかのように、ちょうどいいタイミングで陽介と目が合った。

　わずかに目を細めて微笑まれ、どう返したらいいのかわからない結衣は、そそくさと目を逸らす。メッセージや電話はなんとかなるようになったが、直接顔を見合わせると、まだ全然ダメらしい。

〝先生〟にしてみれば、結衣は進歩がかなり遅い生徒だろう。

（あとでしごかれなければいいんだけど……）

　候補地は予定地となり、これから伊良部島のリゾート開発計画が大きく動きだしていく。その中心となるのが、プレゼンを披露した陽介だ。

　みんなが思い思いに自分のデスクに戻る中、結衣はひと息つこうと同じフロアにある自販機コーナーへ向かった。

　リゾート事業部を出て通路を真っすぐ突き進む。角にあるそのコーナーには自販機が五台並び、たいていの飲み物は調達できる。三方を窓に囲まれた開放的なスペースには、丸いフォルムの椅子が置かれ、ちょっとした休憩所のようだ。

　うさぎの顔がプリントされたがま口の小銭入れからお金を取り出し、紙カップのアイスティを選んだ。こぼさないように慎重にカップを取り出して窓際へ向かおうとしたところで、不意に名前を呼ばれた。

「結衣さん」

　完全に気配がなかったため、驚いて結衣の肩がビクンと揺れる。

（ひゃーっ）

　その弾みでカップの表面がゆらゆらと揺れ、小さなさざ波がたった。なんとかこぼさずに済んだが、いったい誰だと顔を上げたところに立っている人物を見て、結衣はもう一度驚いた。陽介だったのだ。

（今、名前で呼ばなかった？）

　ここへ来たときに誰もいないとわかってはいるものの、つい周りを見回す。誰かに聞かれたら、あらぬ疑いをかけられるだろう。モテる陽介だから、余計にみんなの目が怖い。

「結衣さん、挙動不審すぎ」

「藤井くん、しー！」

　自分の唇に人差し指をあて、口を慎むようお願いする。

「誰もいないから平気だって」

「ダメよ。どこで誰に聞かれているかわからないんだから」

「盗聴器が仕込まれてるとか？」

「と、盗聴器!?」

　さすがにそこまでは考えていないが。静かにするように注意した結衣が、今度は大きな声になる。

「冗談だよ、冗談。ほんと、結衣さんっておもしろい」

　陽介はクスクスと笑って鼻に皺を寄せた。

　どうやら陽介の中で、結衣はすっかりからかう対象となってしまったようだ。結衣自身はおもしろい自覚はまったくない。

　この空気をどうしたらいいのかわからず、結衣はとりあえず話題を変えることにした。

「伊良部島のこと、おめでとう」

「ありがとう。なんか、結衣さんに言われるのが一番うれしいかも」

「な、な、な」

　もはや言葉にすらならない。思わせぶりなことを生徒に言うのは反則だろう。

　自分の顔がみるみる赤くなるのを感じた。

（あ、もしかしたら今のもレッスンの一環なのかも。甘い言葉に慣れるための）

　そう考え直したら、動揺する自分がますます恥ずかしくなる。いちいち反応してはダメなのだ。

「ね、結衣さん」

　なぜか笑いをこらえるようにしながら、陽介が結衣を呼ぶ。

「誰もいないけど、一応会社だから名字で呼んでもらえる？」

　しつこいようだが、そうしてもらいたい。あまりにも結衣が警戒しているため、陽介もようやく「わかった」と納得した。「音無さん」とわざとらしく呼んでから、小首を傾げる。

「今週末、どこかに出かけない？」

「出かけるって？」

「デート」

　満面の笑みで陽介が言ったのは、結衣の頭の中には存在しない単語だった。ドーンと大きな花火が鳴った感覚だ。

「聞いてる？」

　陽介が結衣の顔の前で手をひらひらさせる。それになんとかコクンと頷いた。

　それからの話はどこかうわの空。初めてデートに誘われて浮ついた気持ちは、まるで風船のよう。ほんの少しでも風が吹けば、ふわふわとどこかへ飛んでいきそうだった。

　結衣がそんな様子だったため不安になったか、陽介はあとでまたメッセージを送ると言い置き、リゾート事業部へ戻った。

（私が、デート……。しかも、あの陽介くんと）

　信じがたい誘いを受け、結衣は紅茶を飲むのも忘れて数分間、そこに立ち尽くしたのだった。










第三章

甘いステップアップ











　陽介にデートに誘われてから土曜日までの四日間、仕事をしているとき以外の結衣は心ここにあらずだった。会社でパソコンに向かって集中しているときはまだしも、通勤や自宅アパートにひとりでいるときなどは、デートが頭から離れない。

　誘われた月曜日の夜には行き先が海に決まり、そこまでドライブしようとなった。

　なにを着ていけばいいのだろう。最大の悩みはそこにあり、クローゼットの中を引っ掻き回してみたもののピンとくるものがない。

　そうなれば、あとはプロにお任せするのが妥当だろう。よく行くショップに仕事帰りに寄って相談し、なんとか間に合わせた。

　陽介の迎えは午前十時。海へのデート、イコールお弁当という図式が浮かび、早起きして準備を整える。

　いつも下ろしている髪は強い潮風に巻き上げられないように編み込んでまとめ、買ったばかりのマリンルックに身を包む。もちろんメイクもいつも以上に念入りにした。

　なんといっても初めてのデート。力が入り過ぎている自覚はあるが、二十八歳にして初めてなのだ。自分で自分を大目に見てあげたい。

　そうして九時半にはばっちり準備が終わり、約束の時間まで落ち着きなくそわそわとする。スマートフォンを握りしめて今か今かと待ちながら、ふと胸が高鳴っているのに気づいた。手をあててみれば、触ってわかるほどにドキドキだ。

（いくらなんでも緊張しすぎじゃない？）

　そう思えば思うほど、鼓動が速まっていく。初めてのデート以前に、男の人が迎えにくるシチュエーションも初体験。なにからなにまで〝初〟づくしは心臓に悪いのだとつくづく思った。

　じっとしていられずに部屋の中を意味もなくうろうろと歩き回っていると、結衣のスマートフォンがいよいよ着信音を響かせた。

　いっそう激しく脈が打ったのを感じながら耳にあてる。

『今着いたよ』

「すぐに行くね」

　落ち着き払って言ったつもりが、声が裏返る。電話越しに陽介の鼻がクスンと鳴った気がした。

　お弁当が入っている大きなバッグと小さなハンドバッグを持ち、階下へ向かう。比較的新しい鉄筋三階建てのアパートだが、エレベーターはない。スニーカーの靴音を響かせて階段を下りてエントランスから出ると、真正面に黒く大きな４ＷＤが止まっていた。あまり見かけないタイプだが、外国車だろうか。高級そうに見える。

　運転席から降りた陽介がフロントを回り込んでくる。白のＶネックＴシャツに赤いチェックのシャツを合わせ、デニムにスニーカー。初めて見る私服姿が眩しい。スーツ姿も似合っているが、カジュアルな格好も新鮮でドキッとする。

　シンプルな服装なのに洗練されて見えるのは、陽介が類い稀なる容姿をしているからだろう。あまりにもカッコよすぎて、どこを見たらいいのかわからない。海に向かってドライブするためか、薄い色味のサングラスまでかけていて、ちょっとワイルドにも見える。

「おはよう」

　少し俯き加減に挨拶をすると、陽介は開口一番「かわいい」と微笑んだ。大学を卒業してから結衣もファッションの勉強を必死にしてきたが、やはりプロに選んでもらって正解だ。

　コンパクトなブラックのジャケットに同系色のボーダートップス。細身のデニムは久しぶりに履いた気がする。会社ではフェミニンなスカートを履いてばかりで、パンツスタイルを陽介に見せるのは初めて。陽介に似合っていると誉められ、心が浮き足立つ。

　天気は快晴。まさにドライブ日和だと言っていいだろう。

　出発した車は、いざ海を目指して走っていく。

「ずいぶんと大荷物だね」

　陽介は親指を立てて、後部座席に積んだ大きなバッグを指差した。

「実はお弁当を作ってみたの」

「マジで!?」

　陽介は目を見開き、一瞬だけ結衣の方を見て大きな声で聞き返す。

「海で食べようかなと思って」

　家族以外の人に料理を振る舞ったことはないが、まずいと言われてはいないから、多分そこそこの出来だろう。

「海で弁当なんて最高じゃん」

　喜んでもらえたようでほっとする。まずは第一段階クリア。

　陽介の横顔には、うれしそうな笑みが浮かんでいた。




　約一時間半後、車の右手に真っ青な海が見えてきた。

「わぁ、綺麗」

　結衣の口から思わず声が漏れ、陽介も同様に「ほんと綺麗だな」と呟く。

　水平線と空の境がわからないくらいに、どちらも美しいエメラルドグリーン。風が穏やかなのか、沖合に白波は立っていない。

　しばらく海と並行に続く道を走ったあと、陽介は車一台分が通れる道を抜け、砂浜に乗り入れた。

「入っても大丈夫なの？」

「ここは平気なはず。車も四駆だから問題なし」

　砂浜に車で入るのは初めてだ。

　ならされているわけではないから、砂の山に乗り上げては車が右に左に大きく揺れる。

「ごめん。もうちょっとしたら平らなところに出るから」

　その言葉通り小さな山をいくつか越えると、潮が引いた部分は水分を含んだせいか安定していた。

　車が止められると、先に降り立った陽介が助手席から降りるのを手伝った。車高の高い四駆のため気遣ったのだろう。

　初めて手が触れ、心臓がきゅうっと収縮する。

「……ありがと」

　照れくささから俯いてお礼を言うと、陽介が鼻をクスッと鳴らした。こんなことくらいでと思われやしないかヒヤヒヤする。

　無事に降りれば離れると思いきや、しっかりと手を繋いだまま陽介は歩きだした。引っ張られるようにして結衣も足を進める。波打ち際までくると、今度はそれと並行に歩いた。

　それほど強くはないが、街の風より湿り気が多い気がする。当然だが、潮の香りが濃い。

　繋がれた手にばかり神経がいき、さっきから結衣の鼓動は駆け足状態。今日一日こんな様子で大丈夫なのだろうかと心配になる。

（きっと陽介くんは、こういうことも慣れてるんだろうな。こうして女の人を連れて海にもよく来るのかもしれない）

　モテる陽介なら当たり前。そう思うと、なぜか胸の奥がチクンと痛む。こっそり陽介の横顔を見上げると、思いがけず目が合ってしまった。

　ドキッとして目が泳ぐ。

「ああ、あの……陽介くんは、よく海にくるの？」

　しどろもどろになりながら、心にあった疑問をそのまま質問する。

「たまにね」

「そ、そっか」

　やはりデートなのだろう。前に向きなおり、足もとに目を落とす。さらさらと乾いた砂がスニーカーのつま先を白くさせていた。

「なにかに行きづまったときとか、ひとりで来るよ」

「えっ、ひとりで？」

　思わず聞き返す。女性も一緒ではないのか。つい食いつき気味になり、陽介の目が見開かれた。

「女連れじゃないのかって言いたい顔だね」

　クスッと笑われ、図星で顔が熱くなる。余計な詮索をするなと鬱陶しく思われたか。

「今の質問はなしで」

　訂正が間に合ううちに取り消してしまおうとしたが、陽介は「ひとりだよ」と繰り返した。

「そっか。なんかごめんね。詮索するつもりはなかったんだけど」

　そそくさと視線を前に戻して唇を引き結ぶ。それでも、ひとりだと聞き、なぜかうれしく思う自分がいる。この感情の行きつく先を知っているような気がするが、深く考えないようにした。

「女の子と海に来たことがないとは言わないけど、ここ数年は仕事にのめり込んでたからね。社会人になってまだ四年。覚えることが山のようにあってなかなか追いつかないのが現状だな。早くなんとかして一人前にならないとね」

　すでに立派に仕事をこなしているように見える陽介でも、いろいろな葛藤があるようだ。だとすれば、結衣に割いているこの時間は負担になっているのではないか。もしかしたら、業務上必要な勉強に時間を充てたいのではないか。

　恋のレッスンを申し出たのは、その場の成り行き。あまりにも情けない顔で困っている結衣を放っておけない、陽介の優しさだったのでは。

　それなら結衣は、なるべく早く解放してあげなければならない。優しい陽介だから、結衣が今の時点でレッスンを断っても、まだ完全じゃないからと引き下がらないだろう。

　結衣は決意も新たに、密かに強く頷いた。




　しばらくそうして歩いていたふたりだったが、そろそろお弁当を食べようと車まで戻ってきた。持参したレジャーシートを砂浜に敷き、大きなランチボックスの蓋を開ける。その中から小分けされたいくつもの箱を取り出した。

　ハムやレタス、玉子を挟んだロールサンド、肉巻きおにぎり、あんかけ肉団子、マヨチキン、切り干し大根の煮物、そして定番のだし巻き玉子も入っている。

　結衣がひとつずつ蓋を開けるたびに、陽介から「うわっ、すげーうまそう！」と歓声が上がる。少しオーバーだなと思いながら、誉められて悪い気はしない。初めて男の人にお弁当を作るため、かなり張り切ったのはたしかだ。

「陽介くんの口に合うかわからないけど」

　手渡したウェットティッシュで揃って手を拭き、割り箸を取り出す。

「いや、うまいって」

　お預けをされた犬のように待ちきれない様子で箸をもった陽介は、早速「いただきます」と両手を合わせてマヨチキンを頬張った。

「ん！　やっぱうまい！」

　陽介が目をまん丸にする。

「よかった……」

　ひとまずほっと胸を撫で下ろし、ハムとレタスのロールサンドを陽介に手渡す。陽介はそれも大きな口を開け、ほんの数口で食べてしまう。

　そのあとも次から次へと食べる陽介に「どれも文句なしにおいしい」と言われ、結衣の顔も綻んだ。

　ふたり分にしては多く思えたお弁当は、あっという間に空っぽに。片づけを終えると、陽介は「ちょっと行ってくる」と言って、波打ち際の方へ歩いていった。

　結衣はレジャーシートに座ったまま、そんな陽介の姿を眺める。

　探し物でもしているのか、陽介は腰を屈めて下をじっと見たり、なにかを手に取っては海に向かって投げたりしていた。そうかと思えば、たまに打ち寄せる波からおどけた様子で逃げたり、結衣に向かって大きく手を振ったりする。

　屈託のない笑みを向けられるたびに、結衣の胸の奥が疼いた。甘く、それでいてちょっぴり切ない。そんなざわめきだった。

　水平線のあたりに濃いグレーの雲がせり出している。結衣たちがいるあたりは白い雲がいくつかぽっかり浮かんでいるだけだが、あちらの方は雨が降っているのだろうか。朝の天気予報では雨マークはついていなかったから、こちらはきっと大丈夫だろう。

　そんなことをぼんやりと考えていると、陽介が駆け足で戻ってきた。

「結衣さん、これ見て」

　陽介の手のひらに三センチ四方の貝殻がのっていた。包み込むように丸みを帯び、光沢のある茶色と白の縞模様をしている。コンキッリェというショートパスタにも似ている。とても美しい形状だ。

「綺麗な貝殻ね。こんなのが落ちてたの？」

「そうなんだ。それ、結衣さんにあげる」

　邪気のない笑顔で言われ、結衣の心がくすぐられる。「ありがとう」と遠慮なくバッグに収めた。大切にしようと密かに誓う。

「ね、結衣さん、山を作ってトンネルを掘らない？」

　満面の笑みで唐突に提案する。まるで子供みたいな無邪気さに結衣が笑うと、「なに」と陽介が憮然とする。

「子供っぽい男だって思っただろ」

　首を横に振りながら結衣がクスクス笑い続けていると、陽介は冗談っぽく睨みながら手を取り強引に立たせた。

「結衣さん、笑った方がかわいいよ」

　真っすぐに見つめながら陽介が不意を突き、ドキッとさせられる。言われてみれば、誰かに対して笑いかけたのは久しぶりかもしれない。

　眩しい笑顔を向けられ、頬が上気する。

「ほら、作ろう」

　そう言ってレジャーシートのすぐそばに結衣をしゃがませ、陽介はその向かい側に膝を突いて砂をかき集めはじめた。

「結衣さんもやって」

　急かされて砂に触る。引き潮のあとなのか、乾いた表面の下は湿り気のある砂だ。これなら水を運ばなくても山を作れるだろう。

　両手で砂を掘り、陽介を倣ってどんどん重ねていく。指の間から、混じっていた乾いた砂がぽろぽろとこぼれる。その感触が心地よくて癖になりそうだ。

　やりはじめると意外と楽しく、つい夢中になってもっと大きい山にしたくなる。それは陽介も同じようで、しまいには少し離れたところから砂を運んでくるほど。

　汚れた手で鼻をかいたのか、黒っぽい砂が陽介の頬についていて思わず笑った。

「なに？」

　不思議そうに目を瞬かせる陽介に手を伸ばす。自然とした自分の動作に、あとから驚いた。以前だったら、男の人に自分から触れようとはしなかっただろう。

　ところが結衣の手にも当然ながら砂がついていて、余計に黒くしてしまって思わず噴き出す。

「なんだよ、ひどいな、結衣さん」

　陽介は唇を尖らせながら、腕でごしごしとこすった。

　優しい時間が流れていく。それは、これまで感じたことのない感覚だった。とても楽しくて心が弾む。それでいて穏やかな気持ちという不思議な感覚だった。

「よし、そろそろトンネルを掘ってみようか」

「そうね」

　砂の山は無事完成。横幅およそ六十センチ、高さは五十センチくらいか。結構な大きさだ。

　陽介が堀りはじめた反対側を結衣も掘っていく。せっかく作った山が崩れないよう、慎重に丁寧に。

　まくり上げてはいたものの、気づけば結衣の袖口も砂で汚れている。それだけ子供のように熱中していたらしい。

　用心深く掘り進めていくと、指先に砂とは違う感触を覚えた。

（あれ？　これって……）

　そう思った矢先、手をぎゅっと掴まれる。陽介の手だ。いよいよ開通したらしい。

「繋がったね」

　うれしくて、思わず満面の笑みになる。仕事を成し遂げた達成感にも似た気持ちだった。

　もう少しきちんとしたトンネルにしようと、手を放そうとするが、がっちりと掴まれてできない。

「放してもらえないかな。もうちょっとちゃんと繋げよう」

　目線を上げたところで、陽介の目とぶつかる。

「……陽介くん？」

　いつもと違う眼差しがそこにあった。恋愛経験ゼロの結衣でも、どこか熱をはらんだ瞳だとわかる。穏やかな運動を繰り返していた鼓動が、ひとつトクンと跳ねた。

　逸らしたいのに逸らせない。それどころか、まるで磁石のＳ局とＮ局が引き合うように、強い力で引き寄せられそうだ。

　不意に握られた手がぐいっと引かれる。

（きゃっ！）

　バランスを崩しそうになって膝を突いたと同時に、唇にやわらかな感触を覚える。キスされたのだと結衣が気づいたのは、唇が離れたあとだった。

　時間にしたら、ものの二、三秒だろう。でもそれは、強烈なインパクトだった。

　茫然とする結衣に陽介が優しく笑いかける。あとから恥ずかしさが込み上げ、一気に頬がカーッと熱くなる。どういう顔をしたらいいのかわからず、ぎこちなく目を逸らすと、陽介が名前を呼んだ。

「結衣さん」

　そこに〝こっちを向いて〟というニュアンスも含まれているような言い方だ。甘い声に心臓が遅れて反応する。

　胸をドキドキと高鳴らせながらゆっくりと目を合わせると、陽介は軽く目を細めるようにして笑みを浮かべた。

　もう一度キスされるかも。そう思った矢先、結衣の鼻先にポツリとなにかの雫が落ちてきた。あれ？と思ったそばから、さらにポツリポツリ。雨だった。

　少し前に遠くの方にあったグレーの雲は、いつの間にか結衣たちの頭上に大威張りでその勢力を広げている。そして秒を追うごとに大粒の雨を吐き出してきた。

「まずいな。車に戻ろう」

　レジャーシートを急いで畳み、ランチボックスを車に積む。そうこうしているうちに強くなった雨は、結衣と陽介を容赦なく濡らした。おかげで手についた砂は流れたが、頭からずぶ濡れだ。

　車のシートを汚してしまうだろうと結衣が乗るのをためらっていると、陽介は素早く簡易的なカバーをかけた。

　行き先が海のため念のためにもっていたタオルを一本陽介に渡し、自分も急いで拭く。そうしたところで濡れ具合はそれほど変わらないが。

「クシュン！」

　潮の香りが鼻を刺激したのか、結衣の口からくしゃみが飛び出す。

「結衣さんに風邪をひかせるわけにはいかないな。……よし、ひとまず乾かすのが先決だ」

　陽介はそう言ってエンジンをかけると、砂を蹴るようにして車を走らせた。ワイパーが激しい雨を蹴散らしていく。

（乾かすって、どこでどうするんだろう。コインランドリーがこの辺にあるの？　でも、あったとしても服を洗濯している間は困っちゃうし……）

　結衣があれこれと考えているうちに、車は白く大きなホテルの敷地内に入った。海辺にある南仏のリゾートホテルといった風情だ。

（まさかここに入るの……？）

　異性とホテルから連想するのはたったひとつ。どうしたって身体に緊張が走る。

「服を乾かしてもらうには、こういったところしかないから。シャワーも浴びないとまずいからね」

　結衣の逞しい妄想を見透かしたように陽介が言う。

（そ、そうだよね。ほかに乾かせるところなんてなさそうだものね。びしょ濡れのまま二時間近くかけて帰るのはつらいし）

　あらぬ方向へいきかけた自分の思考が決まり悪い。

　陽介は車を停めると、結衣に「ここでちょっと待ってて」と言い置き、先にひとりで雨の中、ホテルのエントランスへ向かった。

　こんな濡れネズミのような姿でホテルの中へ入るのはいたたまれないから、とても助かる。もしかしたら陽介もそれを気づかって、自分ひとりで先に行ったのかもしれない。

　タオルで髪を拭き拭き待っていると、ものの数分で陽介が戻る。ホテルで貸してもらったのか、傘を差していた。

「部屋が空いていたから行こう」

「うん」

　土曜日だからもしや満室かと思ったが幸運だ。

　陽介が雨からかばうようにして結衣を傘の中へ入れる。すでに濡れているから気休めにしかならないが、ないよりはましだろう。ザアザアと激しい音を立てて降りしきる雨の中、なんとかエントランスへたどり着いた。

　大きなフラワーアレンジメントと豪奢なシャンデリアに出迎えられたが、内装に目を向けて楽しむ余裕はない。

　陽介がチェックインを済ませてくれたため、そのままエレベーターへと直行する。濡れているふたりに向けられる視線が少し痛かったが、スコールのように降りはじめた雨に気づいている宿泊客は、好奇というよりは同情の目だ。

　チンという音を立てて扉が開き、一番奥の部屋のドアを開錠して中へ入る。ダブルルームにしては、やけに広い出入り口だなと思いつつ足を進めていくと、いきなり目の前が開けた。

　リビングルームのようなスペースはモダンな西洋風インテリアでまとめられ、フェミニンタッチの上質な空間となっている。ベッドはどこなのだろうと視線を泳がせたが、見えるところにはない。いくつか扉があることから想像すると、ここはもしやスイートルームなのではないのか。

「ね、陽介くん、この部屋ってもしかしなくてもスイート？」

「ここしか空きがなかったんだ」

「そ、そうなんだ……」

　だとすれば、いくら宿泊しないとはいえ、相当なチャージをとられそうだ。持ち合わせで足りるか不安になってくる。

　するとここでも陽介は結衣の頭を覗き見したように続ける。

「お金の心配はしなくていいよ。俺に任せておいて」

「それはダメ」

　そういうわけにはいかない。会社では結衣の方が一応二年先輩だ。仕事の出来は陽介には敵わないが、全部出してもらうわけにはいかない。

　ところが陽介は「いいから」の一点張り。いったんその話は打ち切りとなった。

「先にシャワーを浴びておいで」

　陽介は「ここかな？」とドアを開けて確認しながら見つけたバスルームを見つけると、結衣をそこに押し込めた。

　白を基調とした清潔感溢れるパウダールームはとにかく広く、洗面台が三つもある。ガラス張りのサウナも併設され、バスルームは当然ながらジェットバスやレインシャワーが完備されている。

　結衣と同じように濡れている陽介を待たせるわけにはいかない。せっかくなら楕円形の大きなバスタブにお湯を張って堪能したいが、手っ取り早くシャワーを浴びて早く出よう。

　身体に張りついた洋服を脱ぎ、頭から熱いシャワーを浴びる。目を閉じると思い出すのは、ついさっき陽介にされたキスだった。

　そのときの感触をまだ鮮明に覚えている。陽介の唇はやわらかくて、ほんの少し温かかった。今にもそのときのシーンにタイムスリップしてしまいそうになり、慌てて自分を止める。

（……あれはレッスンの一環。私を男の人に慣れさせるためにしてくれたことなの）

　自分に言い聞かせるように頭の中で繰り返す。それでも容赦なく思い出してしまうから、今度は激しく頭を振り、残像を追い払った。




　ほかに着るものがないため、素肌にバスローブを羽織ってリビングへ戻る。簡単に解けそうになるウエストのベルトが心許ない。シャンプーもしたため、すっぴんのノーメイクだ。

　陽介は届けてもらったのか、数種類の新聞をソファで広げていた。

「待たせてごめんね。どうぞ」

「いや、待ってないよ。急いで浴びさせたみたいでごめん」

　そう言いながら、「じゃ、俺も浴びてくるね」とバスルームへ消えていく。その姿を見届けてから、結衣はソファに腰を落ち着けた。

　人生初のスイートルーム。自分の部屋の数十倍も広い部屋は、なんとも落ち着かない。ゆったり寛げず、背筋もピンと伸ばしたままになる。手持ち無沙汰から、陽介の残した新聞をぺらぺらとめくって時間を潰した。

　約十分後、陽介がバスルームから出る気配がして、結衣は新聞を元の通りに折り畳んでテーブルに置いた。バスローブ姿の陽介がなんとも艶めかしく見えて、咄嗟に目を逸らす。いけないものを見てしまった気分だ。

　陽介はリビングの隅にある電話の受話器を持ち上げてランドリーの手配を依頼する。すぐに部屋のチャイムが鳴り、ふたり分の服はスタッフの手に渡った。

　いよいよここから数時間、ここに缶詰めになる。それも陽介とふたりきり。その状況は嫌でも結衣に緊張を強いた。

「結衣さん」

　いきなり名前を呼ばれ、身体をビクンと弾ませながら「な、なに？」と返事をする。自分でも驚くくらいの不審ぶりだ。

　陽介も結衣の過剰な反応を見て唇の端を上げた。

（ああ、もう。どうしたらいいの、私）

　ただの雨宿り。そうわかってはいても、心が頼りなく揺れる。

「結衣さん、すっぴんもかわいいね」

「えっ、やだ。恥ずかしいから、あんまり見ないで」

　まじまじと見られて困惑する。会社ではいつも完全武装。しっかりめのメイクは基本だった。

「いや、本当にかわいい。化粧してると綺麗系で、すっぴんはかわいい系だね」

「もう、本当にやめてってば」

　顔を背けて窓の外の景色を見るふりをする。そうでもしないとやりきれない。

「コーヒーでも淹れようか」

「あ、う、うん。それじゃ私が」

　ぎこちなく言いながら立ち上がったが、陽介に「俺が淹れるよ」と引き留められた。

　正直言うと、そうしてもらえて助かったと言っていいだろう。実は結衣の足は、さっきから小刻みに震えているのだ。雨に濡れた寒さからなのか、それとも緊張からなのか。もしかしたら、その両方なのかもしれない。

　陽介が普段と変わらないのは、やはりこういった状況に慣れているからだろう。落ち着いた様子でコーヒーの準備をしている。

　ほどなくしてコーヒーカップをふたつ手にした陽介は、自分の分をテーブルに置き、もうひとつを結衣に差し出す。

「……ありがとう」

　湯気のたったカップを受け取ろうと手を伸ばしたときだった。用心して持ち手を掴んだつもりが陽介の手に触れ、過剰反応で咄嗟に引っ込める。その瞬間、フロアにパリンと破裂音が響き渡り、カップは粉々。コーヒーがこぼれて不規則な形の水たまりができた。

「ご、ごめんね！」

　陽介は急いでその場にしゃがみ込み、割れた破片を拾いはじめる。すぐに動けなかった結衣も、そのそばに膝を突いた。

「俺がやるよ。破片が飛び散ってるから結衣さんは離れてて」

「ううん、陽介くんこそ！　私がやるから！」

　結衣が手を出そうとしたが、陽介が断固として拒否を貫く。結局、こぼれたコーヒーも陽介がぬぐった。さらには、結衣の足にもコーヒーが飛んでいるからと、別のタオルで拭こうとしたため、慌てて屈んで止める。

「だ、大丈夫。自分で――」

　そう言って陽介の手を制したところで、思いのほか彼の顔が近くにあると気づいた。

　思いがけず、近距離で陽介と視線がぶつかる。逸らそうと思えばできるのにできなかったのは、陽介の眼差しがさっきの砂浜のキス直前に見せたものと同じだったからだ。

　一寸たりとも揺らがず、真っすぐ結衣に注がれる熱い視線。胸の奥がちりちりと焼けつきそうになる。呼吸も忘れて、その目に吸い込まれそうになっていると、ゆっくりと陽介の顔が近づいてきた。もはやキスを予感させるムードは最高潮。

　結衣は息を詰めて身動きひとつできずにいたが、唇が触れ合う寸前、そっと瞼を閉じた。

　そっと重なった唇がさっきよりも熱く感じるのは、シャワーを浴びて温まったからなのか。触れては離れて繰り返されるキス。

（ど、どうしよう……。どうしたらいいの？）

　鼻で呼吸すればいいとわかっていても息を止めてしまう。

　これはキスのレッスン。陽介は、結衣が今後困らないようにそうしているのだろう。それなら、結衣は受け入れないわけにはいかない。それ以前に、陽介にそうされても嫌だと思わない自分がいると気づき、胸の奥が落ち着かない。

　何度となく角度を変え、陽介は結衣の反応を確かめながら慎重に、優しく口づける。片膝を突いていた陽介が結衣を立たせ、並んでソファに座らされた。引き寄せられた腰には陽介の腕が巻かれ、ふたりの上半身がピタリと密着する。もう片方の手は結衣の頬を優しく包む。

　しばらくそうして重ね合わせるだけのキスだったが、不意に陽介の舌先を唇に感じた。結衣の唇をちょろちょろとくすぐるようにする。

（えっ、あのっ、これはどうしたら……）

　初めての感触に結衣が戸惑っているうちに、息を吸おうと薄く開いた唇を割って舌が中に侵入してきた。

「――んんっ」

　思わず声を漏らし、歯を固く閉じる。生温かいそれは結衣の歯列をそっとなぞった。ゾクッとしたものが背筋を走り、余計に歯に力が入る。

「結衣さん、力を抜いてくれる？」

　いったん舌を引き抜いた陽介は、唇が触れる距離を保ちながら優しい声色で言った。

（力を抜く？　それってこうしろってこと？）

　食いしばるようにしていた顎を緩ませると、陽介は再び重ねた唇からすぐに舌を挿入させる。ところが侵入を許したあとにどうすべきかわからない。結衣は自分の舌を喉の奥へ引っ込め、上顎や下顎に這わせられる陽介の舌から逃れるようにしていた。

　しかしいつまでもそうしていられるわけもない。結衣の舌を探り当てた陽介にそっと絡めとられ、上半身をビクンと反らせる。

（な、なにこれっ……！）

　ぬるりとした感触だった。ゆっくりと、ねっとりと絡められる舌に頭の中が白く霞んでくる。未知の舌触りはとても淫靡で、とてもいやらしいことをしている気分にさせる。それとは裏腹に、気持ちがいいと思う自分もいて戸惑った。

　不意に唇が解放される。陽介は顔を反らしたかと思えば、結衣の耳たぶに吐息をかけながらそれを口に含んだ。

「ひゃっ」

　そんな声が出ると同時に肩が跳ねる。顎がほんの少し上を向いたため、都合がよかったのだろう。陽介は上体を屈めるようにして、そこから首筋へと移動していった。

「えっ、よ、陽介くん？」

　戸惑う結衣をよそに陽介は首筋へのキスをやめない。今にもバスローブの合わせ目が解かれるのではないかと気が気でなくなる。

　この流れでは、このままキスの先へ進んでしまうのでは。そう思い、咄嗟に陽介の胸を押す。

「待って……！」

　キスの余韻のせいでか細い声になった。ふとキスを止めた陽介が結衣をじっと見据えた。

「どうして？」

「どうしてって、だって……」

　陽介に聞かれ、これも男の人に慣れるための過程なのだと思い出す。なにも知らない結衣に、身を挺して教えようと。

（陽介くんは、私のためを思ってしてくれてるんだ）

　肝心なことを思い出し、結衣は陽介の胸を押していた手から力を抜いた。

　その手を取り、陽介が指先を絡める。その動きが艶めかしくて、高鳴るいっぽうの胸。いつも無邪気な笑顔の陽介は、しっとりとした瞳で結衣を見つめた。

「結衣さん、好きだよ」

　甘い言葉が鼓膜を刺激する。うっかり言葉通りの意味にとってしまいそうになりドキッとさせられたが、それは〝こと〟を進めるための演出。潤滑油みたいなものだと、結衣もわかっていた。

　それに以前、なにかの雑誌で、男の人はこういった状況でいくらでも嘘をつけるという記事を読んだことがある。

（絶対にそのまま受け取ったらダメよ）

　強く心に念じながら、結衣は再びキスを受け入れた。閉じた唇は上下に割られ、舌が挿入されると同時に、陽介の手が結衣のバスローブの合わせ目からするりと中に忍び込んできた。

「やっ……」

　塞がれた唇の隙間から声が漏れるが、陽介は手を止める気はないようだ。バスローブをずらして右肩をあらわにしたかと思えば、その手は背中を伝い、今度は左肩も素肌をさらした。その瞬間、バスローブははらりと腰まで落ちる。すぐさま胸を隠そうとしたが、その手を取られ、そのままゆっくりとソファに押し倒された。

　陽介に頭の両脇で両手を拘束され、身をよじるのも叶わない。

「は、恥ずかしいから……」

　そんなに見ないでほしい。その視線から逃れたくて顔を背ける。

「こんなに綺麗なんだから恥ずかしがる必要はないよ。結衣さん、肌が真っ白ですべすべだ」

　陽介の手が胸のふくらみを捕らえ優しく揉みほぐしたかと思えば、一気にその先端に吸いついてきた。

「あっ……やぁ……んんっ」

　ビクンと腰が跳ねる。自分のものとは思えない声が鼻から抜けたように出て驚いた。

（今の、なに？）

　ぬるっとした感触が左の胸の頂を何度も舐め、舌の先で弾く。そうかと思えば右の胸は手のひらで包み込まれ、指先が尖った先端をそっと揉みしだいた。

「……ん、はぁ」

　身体中の神経が胸に集まり、ほんの少しの刺激でビクビクと上体が震える。そうされているうちに身体の奥から、なにか熱いものが溢れる感じがした。

「結衣さん、かわいい」

「そんな、こと……ないっ……」

　こんな恥ずかしい姿を陽介に見られているのかと思うと、気がおかしくなる。いや、実際に相当やばい状態なのはたしかだ。自分が自分じゃなくなるようで怖い。

　すっかり胸にばかり神経をもっていかれていると、いきなり腿を撫でられ、背中が軽く反ったようになる。

「あぁっ」

「結衣さんって感じやすいんだね」

「そんなの……知らないっ」

　いやいやするように首を横に振った。胸の先端をねぶりながら、腿をなぞる指先。がっちりと閉じた腿を少しずつ割って、するっと内側に滑り込んだ。

「あっ、やぁ……」

　陽介の指先が秘められた部分に触れたとたん、結衣は無意識に腰を浮かせた。ゆるゆると上に下になぞっていく感触が、結衣の呼吸を荒くさせていく。その奥に隠された花芯を探り当てられたときには、電流が走ったように身体をくねらせた。

「すごい、結衣さん。ヌルヌルだ」

「やめっ、そん……なこと……言わないでっ……」

　恥ずかしいことを言われているのに、その言葉に反応してさらに熱い蜜が溢れる。

　陽介の指が動くたびにクチュクチュと濡れた音が聞こえてくる。敏感な部分がぷっくりと膨れ上がっているのは自分でもわかった。

「あっ、やっ、待って……んぁっ……」

　その尖りを指で挟みこみ、蜜をたたえた浅瀬をくにゅくにゅとなぶられる。もう結衣の頭の中は真っ白だった。未知の快楽に腰を揺らして悶え続ける。

「そこダメっ、やぁ、……あぁっ」

　せり上がってくる、この快感をどうしたらいいのか。

「結衣さん、それでいいんだよ。感じる結衣さんをもっと見せて」

　耳もとで甘く囁きながら、激しさを増す愛撫。蜜が滴り、伝っては流れ落ちていく。どんどん高まる官能の波。これから自分の身になにが起こるのか、本能で知っている気がする。

　陽介の指が動きを速める。花芯を激しくこすり、結衣を追い立てた。

「よ、陽介くん、待って……やっ、違うの、やだっ……あぁーっ！」

　それほど長い時間ではなかっただろう。結衣は声を上げながらぴくぴくと全身を痙攣させた。

「結衣さん、かわいい」

　ハァハァと呼吸の乱れた結衣を陽介が抱きしめる。初めての絶頂で思考もまとまらない。

　このあと、自分はどうなるのだろう。もしかしたら、その先にも進むのだろうか。そんなことをぼんやりと考えながら、陽介の腕に抱かれて首筋へキスをされていると、部屋にチャイムの音が響き渡った。

　キスを止めた陽介が「もう乾いたのかな」と顔を上げる。そう言われて初めて、洋服をクリーニングに出していたことを思い出した。

　乱れた結衣のバスローブを丁寧に直してから、陽介が玄関ドアへと向かう。

　結衣は、まだ甘い余韻の残る身体をゆっくりと起こした。

　少しずつ引いていく快楽の波。それでもしっとりと濡れた秘所は、まだ熱をもっている。とても恥ずかしい姿を晒してしまったのだと思い知り、気持ちが落ち着かない。

　その心の片隅で小さく芽吹いたものの存在を見つけて、結衣は唇を噛みしめた。










第四章

自覚した恋心











　アクトアライズが入居するビルの三十階。その一角に社員用の休憩室がある。

　社員食堂はなく、社員は持参したものをそこで食べるか外へ出るのだが、結衣はたいてい持参したお弁当を食べている。

　四人掛け用のテーブルが二十近くあり、余裕のあるゆったりとしたスペースには相当数の社員が収容可能だが、外食する人が大半のためいつもがらんとしている。人づきあいの苦手な結衣には好都合で、窓際の隅にひとりで陣取るのが常だ。

　その日もそこで昼食をとっているのは、ほんの数組。結衣はお決まりの場所に座ると、小さなバッグから小さなおにぎりをふたつ取り出した。毎朝、きちんとおかずも詰めていたが、ここ最近は寝坊が多く、そこまで手が回らない。

　すべては、二週間前の海での出来事に起因していた。

　陽介との突然のキスが、結衣の心を大きくかき乱している。そのうえキスだけに留まらず、その先に一気に進んでしまい、未だに混乱の中である。毎晩眠れず、睡眠不足だ。

　最後の一線こそ越えていないが、恋愛初心者の結衣にとってみれば素肌を晒したのは陽介が初めて。あの日以来、結衣の頭の中を彼が占拠してしまった。

　恋愛に不慣れなくせに、深く考えもせずにスキンシップをするものではなかったのだ。その場の流れで言っただけに過ぎないのに、陽介の『好き』という言葉が何度も頭を往復して結衣の胸を高鳴らせては、きゅうっと締めつける。

　誤魔化しようもない。結衣は、陽介に心を奪われてしまったのだ。

　今になって思えば、海に行く以前から少しずつ惹かれていたような気がする。彼からのメッセージや電話を心待ちにし、社内で話しかけられるとうれしかった。

　その積み重ねが、あの海での出来事につながったのだと思えた。キスをされたときも、思いがけずその先に進んだときも、全然嫌じゃなかったのがその証しだ。

　とはいえ、今のふたりは恋人でもなんでもない。結衣の想いが通じることはないだろう。もしも陽介が結衣の気持ちに気づけば、恋の手ほどきは即座に中断されるはず。ただのレッスンを真に受けるなと。だから、この恋は絶対に秘密。

　あの翌日が日曜日だったため、せっかくだからこのまま泊まろうかと陽介に提案されたが、あれ以上先に進む勇気を持てず、首を横に振った。今ならまだレッスンだと割り切れるが、陽介と最後までいってしまったら後戻りができなくなる。そんな気がしてならなかった。

「いつもここで食べてるんだ」

　そんな声が聞こえたのは、おにぎりを食べ終え、小分けに切ったりんごをフォークで刺したときだった。陽介だ。

「陽……じゃなくて藤井くん」

　ちょうど彼を思って物思いに耽っていたため、うっかり〝陽介くん〟と呼びそうになる。それに気づいた陽介は、「べつに言い直さなくていいのに」といたずらっぽい笑みを浮かべた。

　でも、そういうわけにはいかない。すぐ近くのテーブルには誰もいないが、どこで誰に聞かれるかわからないのだから。

　陽介は、結衣のいるテーブルのそばにある自販機で缶コーヒーを買うと、目の前の席に腰を下ろした。

「このコーヒー、ここにしかないんだよね」

　リゾート事業部のあるフロアにも自販機はあるのにと思ったが、そういう訳だったのか。

「あっ、うまそう」

　りんごを指差してパッと顔を輝かせる。どうぞとばかりにテーブルの上に容器を滑らせると、陽介はすかさず手を伸ばした。

「やった。いただき。――ん、やっぱ音無さんのはうまいね」

　口をもごもごさせながら満面の笑みだ。その顔がやけに眩しくて、結衣はそそくさと目を逸らす。

「りんごなんて誰が切ったって同じでしょ」

　ほかに人がいる手前、つい素っ気なく返した。そんな口調とは裏腹に心は弾むが、必死に真顔を貫く。陽介に想いを悟られないためにと、あの日以降、どうしても態度がぎこちなくなっていた。

　対して陽介は、あんなことがあった後でもまったく態度に変化はないに等しい。それはつまり、特別な意味のない、まさにレッスンにほかならないからだろう。

「いいや、違うよ。結衣さんが切ったから」

〝結衣〟のところだけ声をひそめ、冗談めかしてウインクまで飛ばした。その瞬きで爽やかな風が巻き起こった錯覚すら起こすから、結衣の方はたまらない。

「もしかして、お昼まだなの？」

「実を言うとね」

　今度はしゅんと肩をすくめ、悲しそうな顔をする。コロコロと変わる表情に結衣はどぎまぎさせられ通し。小悪魔とは、彼のような人を言うのだろう。

　伊良部島のリゾート開発が正式に決まって以降、陽介はプロジェクトの中心的役割を担うようになったため、以前にも増して精力的に仕事をしている。予定地の契約が終われば、今度は建築会社を決める入札が控えており、各部署との連携に大忙しだ。ランチをとる余裕もなかったのかもしれない。

（もう少し早くここに顔を出してくれれば、せめておにぎりを分けてあげられたのに）

　そうは思っても後の祭り。ほかに結衣にできることと言えば、残りのりんごを全部あげることだけだ。

「残り物で悪いけど、これでよかったら」

　りんごの入った容器を陽介の目の前に差し出すと、「助かる！」とパッと顔を輝かせる。

「なにか買ってこようか？」

　それだけではさすがに足しにもならないだろう。結衣の休憩時間はまだあるから、近くのコンビニまでなら行って帰って来られる。

　ところが陽介は「大丈夫」と言い張る。

「結衣さんのりんごを食べて胸がいっぱいだから」

「なっ……」

　下の名前で呼ばれたのもそうだが、顔を寄せて甘い言葉を囁かれ、結衣は顔が真っ赤になる。クールさの微塵もない。

　陽介は結衣の反応を余裕たっぷりの表情で見ていた。まるで試されているようだ。

「あれ？　珍しい取り合わせですね」

　そう声をかけてきたのは、同じ部署の後輩である朋子だった。これからお昼なのか、お弁当を手にしている。

「ここ、いいですか？」

　陽介の隣の席を差した朋子に、「どうぞ」と軽く目線を下げて手を添える。

　ここで朋子がお弁当を食べるのを見たことはあったが、こうして結衣のいるテーブルに来たのは初めて。陽介がいたせいもあるだろうが、取り合わせの物珍しさに興味を引かれたのだろう。

「楽しそうになんの話をしてたんですか？」

　お弁当を広げながら朋子がふたりを交互に見る。

「内緒だよ。ね？　音無さん？」

　小首を傾げて魅惑的な笑みを向けられ、結衣は「えっ？　あ、その……」としどろもどろになる。

　〝結衣〟と呼んだかと思えば、〝音無〟と呼ぶ。切り替えを早くできるのは、陽介が冷静な証拠。結衣は、そんな陽介の手のひらで転がされ、翻弄されっぱなしだ。

「それも音無さんをこんなふうにしちゃうなんて、さすが藤井さんですね」

　朋子がふふふと意味ありげに笑う。

　〝こんなふう〟とは、つまり自律性を欠いた状態。いつもの素っ気なくクールな態度はなりをひそめ、結衣が慌てふためいているからだろう。どちらが真実かと言ったら、たぶん後者の方だ。

「いつからそんなに仲良くなったんですか？」

「仲良くなれているとしたら嬉しいけどね」

　陽介の目が結衣にチラッと向けられたが、それに気づかないふりをして俯いた。

（またそうやって意味深に言うんだから……！）

　妙な期待をしてしまうからやめてほしい。

　本人を置いてきぼりに、ふたりが結衣を話題にして盛り上がる。どう反応したらいいのかわからず、結衣は陽介のお腹に収まり、空っぽになった容器を保冷バッグに詰めた。

「音無さんも、今度は一緒に飲みに行きましょうよ」

　唐突に誘われ、「え？」と声が裏返る。何度も断る結衣を根気よく誘う朋子は、空気を読まないというか、いい意味で鈍感だ。

「でも、私がいたら場がしらけるから」

　きっと楽しい会も重くさせるだろう。なにをしゃべったらいいのか見当もつかない。

「藤井さんがいれば平気じゃないですか？　大人数が苦手だったら、藤井さんと私の三人でもいいですし。ね？」

　そこまで気をつかってもらっているのに、強硬にＮＯとは言えない。

「そ、うね」

　コクンと頷きながらゆっくり答えると、視界の隅に映った陽介が微笑んだように見えた。




　数日後、伊良部島リゾート開発を手掛ける建設会社を決めるための電子入札が始まった。ホテルの建築だけでなく周辺の整備も必要なため、開発は大規模なものになる。より信頼度の高い大手の企業はもちろん、中規模の企業も開始と同時にこぞって入札してきた。

　陽介をはじめ、リゾート事業部のほかの面々も興味津々にその模様を見つめる。

　結衣はしばらく見届けてから設計部に状況を報告し、自分の仕事に戻った。




　その日の午後六時。退勤時間を三十分過ぎ、仕事を終えた結衣がエレベーターへ向かおうとしたときだった。人の話し声が薄く開いたミーティングルームのドアの向こうから聞こえ、思わず足を止める。

　普段なら気にも留めずに立ち去るが、聞こえたのが陽介のものだったため、〝お先に〟と声をかけようかと思ったのだ。

　ところが、ドアノブを掴み、開けようとしたそのとき、「ずっと前から好きだったの」という女性の声が漏れ聞こえ、ハッとしてその手を止める。

（……もしかして告白？）

　鼓動が一気に加速していく。

（誰、だろう……）

　薄っすらと開いた隙間からは、その姿がとらえられない。声で判別できたのは陽介の方だけ。女性の方はわからなかった。

　覗き見なんて失礼極まりないと思いながら、誰なのかたしかめたい衝動に駆られる。異様に速まる心拍に後押しされるかのように、そっとドアを中に押す。すると、そこには予想通り陽介の姿と、ホテル運営部の及川おいかわ春香はるかの姿があった。たしか陽介とは同期入社だ。目が大きく、とても愛らしい顔立ちをしており、社内でも女性人気ナンバーワンと呼び声が高い。結衣とは真逆のほんわかとした癒やし系だ。

　陽介は晴香の告白を受けて、とても優しい笑みを浮かべている。晴香の醸し出す緊張感と陽介の優しげな雰囲気を肌で感じ、結衣の胸はひどく痛んだ。

　息を殺してドアノブから手を放し、その場から静かに立ち去る。陽介の返事を聞く勇気が結衣にはなかった。

　エレベーターに乗り込んでパネルの一階をタッチすると、そのまま壁にもたれた。未だに早鐘を打つ心臓。それはカットソーの上から手で触れて感じるほどに強かった。




　眠ったような、眠っていないような。一晩中ずっと意識があったような感覚で朝を迎えた結衣は、疲労感を身体に残したまま出勤した。

　昨日の告白シーンを見てからというもの、そればかりが結衣の脳内を占拠して消えない。陽介がどう答えたのか気になるくせに、聞くのが怖い側面もある。

　昨夜電話をくれた陽介は、いつもとなんら変わらない態度だった。だから余計に聞けず、当たり障りのない会話をして『おやすみ』で終わってしまった。

　そんな雑念は仕事に没頭すれば忘れていられる。伊良部島リゾートの件が本格的に動き出したのは、結衣にとってありがたかった。補佐的な業務が主ではあるが、普段の業務に上乗せになるため忙しくなる。

　ところが、そう思うようにはいかないらしい。結衣が一心にパソコンに向かっていると、隣のデスクの島にいる陽介のもとに、昨夜告白していた晴香がやってきた。

　リゾート事業部に入ってきたとたん室内が華やかな空気になり、部署内の男性が色めき立つ。にこやかな表情をした彼女の顔を見て、鼓動が嫌な音を立てた。

「藤井くん、今ちょっといいかな」

　パステルカラーの花が咲いたような笑顔で確認をとってから、手にした資料を陽介のデスクに広げる。

「ここなんだけど、もしかしたらスケジュール的に厳しいかもしれない」

　どうやら晴香がもってきたのは、伊良部島リゾートの開発スケジュールのようだ。晴香の所属するホテル運営部は、リゾートホテルが完成すれば、文字通りその運営を担っていく部署。お客様が快適に過ごすにはどうするのが最適か、どの部署よりも掌握しているため、設計部などにも積極的に意見を出している。晴香も今回のプロジェクトには深く関わっているのだろう。

　晴香の相談に快く乗る陽介は、いつも以上に優しい笑顔だ。

（陽介くんも、及川さんを好きなのかも……）

　そう思える対応だった。

　昨夜、陽介がどう返事をしたのかはわからないが、どちらにしても結衣はお荷物なのではないか。晴香の気持ちに応えるのならもちろん、断るにしてもそう。結衣にかまっていれば、陽介は近い将来に好きな人ができても結ばれるチャンスを逃すのではないか。

　考えたくないことが一気に頭に広がり、首を横に振って追い出そうと試みる。

　陽介の気持ちが自分に向いていなくても一緒にいたい想いと、陽介のためにレッスンを終わりにした方がいいのではないかという想いがせめぎ合い、胸が苦しい。

　今はそれ以上ふたりを見ていられず、結衣はいったん席から離れた。




　告白の現場を目撃してから一週間が経過した。

　プロジェクトの進行で忙しい陽介だが、毎晩の結衣への電話は欠かさず、会社での態度にも変化はない。誰もいないところでは不意を突いて甘いことを言ってきたり、隙を突いて髪に触れたりする。

　悶々と悩んでいるのは結衣だけ。宙ぶらりんな状態を続けていく自信を喪失していた。

（このままじゃダメだよね）

　結衣が望めば、レッスンにかこつけて陽介のそばにいられるのかもしれない。でもそれでは陽介を縛りつけることになる。もしも陽介が晴香を好きなら、こんなことは早く終わらせるべきだ。

　なによりも、大きく膨らみ過ぎた陽介への想いがつらい。

　その夜のうちに、陽介に【話したいことがあるから時間を作ってほしい】とメッセージで約束を取りつけた。

　このところ土曜日は出勤していたが、明日は久しぶりに休めるからと陽介が結衣のアパートに迎えにくることになった。

　そうして迎えた翌日の午後。

「結衣さんから誘われるなんて初めてだよね。話ってなに？」

　陽介は車に結衣を乗せると、早速話を振ってきた。どことなく弾んだ声をされると、なんだか言いだしづらい。

「あぁ、えっと、それはね……」

　会ってすぐに本題に入れないのは、たぶん結衣の心にまだ迷いがあるからだろう。本当なら、真っ先に話すべき問題なのはわかっているが、せめて今日一日は一緒に過ごしてからなどという邪な考えが邪魔をする。

「とりあえず、どこへ行こうか。お茶でもする？」

「あぁ、うん」

　結衣は完全にうわの空。重要課題を胸に秘めているため、適当な相槌になる。

「そうだ。ゆっくり話をするなら俺の部屋に行こうか」

「え？」

「うん、そうしよう。それがいい。結衣さんに来てほしかったし、俺も話したいことがあるんだ」

　結衣が戸惑っているうちに陽介はひとりで決め、うれしそうにハンドルを握った。陽介の部屋に行くとは想像していなかったが、話の内容からすれば誰もいないところの方がいい。結衣もそれに従った。




　約三十分後、陽介が車を乗り入れたのは、地上五階建ての大きな建物の地下駐車場だった。ライトグレーの外観は、まるで美術館や博物館。立派すぎて唖然とする。

　ライトが煌々とついた駐車場内には、高級車のオンパレード。いわゆる庶民的な車はどこにも見当たらない。

「ねぇ陽介くん、ひとつ聞いてもいい？」

「もちろん」

「陽介くんはここに住んでるの？」

「そうだよ」

　所定の場所に車をバックさせながら軽い調子で返事をする。

「ひとりで？」

「両親は別のマンション」

「そ、そうなんだ……」

　もしかしたら高級そうなのは外観だけで、中身は普通なのかもしれない。

（だって、いくらなんでも二十六歳の若い男の人が住めるような部屋じゃないもの。きっと張りぼてで、中は私が住んでいるのと似たり寄ったりなんだわ）

　そう結論づけた結衣だったが、陽介に伴われてエレベーターから降り立った五階のフロアは、高級ホテルのようだった。

　大理石なのかフロアも壁も光り輝き、いかにも高そうな調度品や絵画が飾られている。吊されているライトにいたっては、繊細なガラス細工が施されていた。

　言葉も出ないとは、こういう状況なのだと結衣は初めて思い知った。

　通路でこの豪華さなのだ。これで部屋が結衣のアパートのようだったらおかしいだろう。当然ながら陽介の部屋も同様に立派な造りだった。

　重厚なダークブラウンのドアを開けると、八畳はありそうな玄関フロアが姿を現し、吸い込まれるようにしてその先に進めば、三十畳を余裕で超えるほどのリビングダイニングが広がる。グレーや黒などで統一されたシックな内装は、生活感がまるでないうえ美しかった。

　陽介によれば、父親の所有する不動産らしい。そこに住まわせてもらっていると言う。あまりにも想像を絶していたため、どんな職業をしている父親なのかは聞きそびれてしまった。

　黒いレザーソファに座るように言われ、まるでロボットのような動きでちょこんと座る。さっきから結衣の口からは、感嘆のため息しか漏れていない。いくつもある扉の向こうは、ベッドルームや書斎なのだろう。

　陽介はお茶でも淹れるつもりなのか、同じフロアにあるキッチンに立っている。あまりジロジロ見るのもどうかと思い横目で盗み見るようにしたら、憧れのアイランドキッチンだった。

「そんなにかしこまらなくていいから」

　コーヒーをふたり分テーブルに置き、陽介が笑う。そう言われて、定規でも入っていそうなほど背筋が伸びていると気づいた。コーヒーを勧められ、ふっと力を抜いて「ありがとう」とソーサーごと手にした。

「すごい部屋だね」

　それしか言葉が見つからない。陽介は「そんなことないよ」と言うが、自宅ではなく展示場にでもいる気分だ。

「それで、話って？」

　陽介に振られて、結衣は自分の使命を思い出した。夢のような空間に見惚れ、その雰囲気に飲まれ、あやうく忘れるところだった。

「あ、でも、陽介くんの方は？」

　さっき、陽介も話があると言っていたが。

「結衣さんのから聞くよ」

「……そう？」

　今日が終わるタイミングで伝えればいいとずる賢く考えたが、引き延ばしたところで結末が変わるわけではない。忙しい陽介に時間を作ってもらったのだから、早く伝えて終わりにしよう。

　結衣はカップをテーブルに戻し、隣に座る陽介に向きなおった。息を軽く吸い、吐き出すタイミングで口を開く。

「もうこういうことは終わりにしようと思って」

　できるなら暗い雰囲気で終わらせたくない。結衣は努めて明るい口調でさらっと切りだす。そのくせ、浮かべた笑みは唇の端が震えた。

「こういうことって？」

「男の人に慣れるためのレッスンっていえばいいのかな」

　結衣がそう言った瞬間、陽介から笑顔が消えた。

「どうして？」

「どうしてって……」

　なんと答えればいいのか。

「私にかまっていたら、陽介くんに迷惑がかかるでしょ」

「どういう迷惑が？」

　陽介が結衣にぐいと顔を近づける。眉間に皺が寄った陽介の顔を初めて見た。

「それはその……好きな人ができたときとか」

「好きな人？」

　聞き返した陽介に、瞬きで〝うん〟と答える。

「それならずっといるけど」

「えっ……ずっと？」

　まさかそうくるとは思いもしなかった。それでは陽介は、ほかに好きな女性がいながら、結衣とあんなことをしたのか。

（あのキスも、その先も、べつの女性を想いながらだったんだ……）

　結衣に好意をもっているとはもちろん思っていなかったが、陽介の好きな人の身代わりだったのだと知り愕然とする。予想もしていなかった事実に胸が握りつぶされたように痛い。

「そう、ずっと。だから、レッスンを終わりにするのは俺も賛成」

「そっか」

　あまりにも呆気なく終わるものだ。陽介も肩の荷が下り、ホッとしたのかもしれない。その表情がやわらかくなった。

「……ほんとにいろいろありがとね」

　男の人に慣れたかといったら首を傾げるが、いろいろな初めてを陽介と経験できたのは幸せと言える。

「それじゃ私、そろそろ帰るね」

　そうと決まれば長居は無用。これ以上、陽介のそばにいるのもつらい。

　できるかぎりの笑顔を浮かべるが、引きつっているのはわかる。せめて声のトーンだけでも明るくしようと、立ち上がって「バイバイ」と振った手が、陽介に掴まれた。

「ちょっと待って。話はまだ終わってないよ」

「えっ？」

　ゆっくりと腰を上げた陽介が、結衣の前に立ちはだかる。

「レッスンは終わりでも、結衣さんを手離す気はない」

「……なにを言って」

　言っている意味がわからない。レッスンが終われば、結衣がそばにいるのはおかしな話だろう。

「結衣さんが好きだから」

「なっ……」

　思いがけないひと言が、結衣の思考回路を急停止させる。

（嘘でしょ……）

　結衣が信じられないのも無理はない。たった今、好きな人がいると聞いたばかりなのだから。

「だって、ずっと好きな人がいるって」

「それが結衣さん」

　真面目な顔で、言い聞かせるように優しく言う。

（陽介くんが私を好き……？）

　信じられないような言葉だった。

「まさかそんな……。嘘よね？」

　からかっているだけなら、今すぐ撤回してほしい。

「嘘なもんか。どうして俺がそんな嘘をつく必要がある？　ずっと結衣さんを好きだった」

　陽介は少し不機嫌そうに眉をひそめ、それからそっと微笑んだ。

　奇跡的などんでん返しだった。

（陽介くんが私を好きでいてくれただなんて……）

　うれしさが胸に溢れて収拾がつかない。

　陽介に終わりを告げようと決意したときの絶望感が嘘のようだ。

「結衣さんの気持ちを聞かせて」

　胸が苦しくなるほどの真っすぐな視線を注がれた。言葉だけでは言い表せられず、迷わずその胸に飛び込む。

「私も陽介くんが好き」

　この言葉を言える日がくるなんて夢のようだった。

　そっと身体を引き離されて見上げた陽介はいつになく艶っぽく、熱を帯びた目をしている。腰を強く引き寄せられ、奪うように口づけられた。すぐに口腔内に入ってきた舌が歯列をなぞり、結衣の舌に絡みつく。覚えたてのキスだが、結衣も必死に応えた。

「……んっ」

　唇から漏れる吐息が、時間の経過とともに荒くなっていく。頭の中は真っ白。陽介のこと以外、考えられなくなっていた。

　そうして陽介の口づけに翻弄されていると、不意に身体が宙に浮く。陽介が結衣を抱き上げたのだ。

「結衣さん、抱きたい」

　囁くような甘い声が耳孔をくすぐる。結衣も同じ気持ちだった。言葉で答える代わりに、顔を真っ赤にしてその首にしがみつくと、陽介は「可愛すぎるんだけど」と頬にキスをした。

　ドア一枚を隔てた寝室のベッドに下ろされ横になった結衣の腰をまたぎ、陽介は潔く上着を脱いだ。洋服を着ていても陽介が逞しい身体をしているのは察しがついていたが、想像以上だった。

　引きしまり均整のとれた身体に思わず見惚れていると、流れるような動作で陽介が結衣の服を脱がしていく。あっという間に下着姿にされ、結衣は恥ずかしさに身をよじった。

　ブラジャーの上から陽介の手が乳房を包み込む。

「んっ……」

　たったそれだけで鼻の奥から甘ったるい声が出てしまう。首筋を伝って唇に到達した陽介は、結衣の頬を両手で包み込んだ。

「あの日からずっと結衣さんに触れたくてたまらなかった」

　あの日とは、言わずと知れた海辺のホテルだろう。

「中途半端なところで結衣さんにお預けを食らって」

「だ、だってあれは……！」

　あのときは結衣だって、そのまま一線を越えるのだと半ば覚悟はした。ところがそこへスタッフが現れて……。そうしたら、急に怖くなったのだ。あやふやな関係のまま陽介と最後までいっていいのかと。自分の気持ちに気づいたのが、なによりも大きいだろう。

「それなのに今日、いきなりもう俺とこうして会わないなんて言うんだからさ」

「だからそれは陽介くんのことが……好き、だからで……」

　吐息を感じる距離で恥ずかしいことを言っているため、どんどん声が小さくなっていく。

「ホテル運営部の及川さんに告白されてるのを見たし。もしかしたら彼女と付き合うんじゃないかと思って……」

「……あれ、見たの？」

　陽介が眉をひそめる。

「たまたまなんだけど……。ごめんなさい、覗き見なんて」

「彼女にはきちんと断ったよ。好きな人がいるからって」

　ひとりで悶々と悩んだのはなんだったのか。結衣の取り越し苦労。うれしい大誤算だ。

「……そういえば陽介くんの話って、なんだったの？」

「さっき話した通りだよ」

「え？」

「もう中途半端な関係はやめにしようって。だいたいさ、あの海のホテルで俺はちゃんと結衣さんに気持ちを伝えたよね？」

　陽介が拗ねるような口調で確認する。

　それはもしや、結衣を指先で翻弄しながら『好き』と言ったことだろうか。結衣がぽかんとしていると、陽介はいたずらに目を細めた。

「まさか伝わってなかったとか言う？」

「……あれは、あの場の流れで言ったんでしょう？」

　ふたりの関係性からして、本気だと思える状況ではなかった。

「そんなわけないじゃん。好きじゃなかったら、キスなんてしないよ」

　そうなのか。男の人にもそういう人がいるのか。男とは心と身体は別物で、気持ちが伴わなくてもキスもセックスもできるものだと思ってきた。

「だから、もう遠慮しないからね。明日の朝まで結衣さんを抱き続けるから」

「えっ？　明日の朝まで？」

　まだ午後二時を過ぎたばかりの真っ昼間。そこから換算しても、優に十六時間はあるだろう。

「覚悟してよね」

「ちょ、ちょっと待って」

　さすがに初めてでいきなりそれは無理だと思ったそばから、ブラジャーのカップがずらされ、丸い膨らみがぽろっと出た。

「お願い、せめてカーテンを閉めて」

「レースカーテンがかかってるから大丈夫。それにこの近くにこの建物より高いビルはないから覗けないよ」

「そうじゃなくて、恥ずかしいからっ」

　部屋の中は伸びてきた日の光が差し、煌々と明るい。

「やだよ。結衣さんが気持ちよくなってる顔も、結衣さんの綺麗な身体もじっくり見たいんだ」

　陽介は意地悪に微笑んだあと、膨らみの先端を口に含んだ。

「あっ……！」

　その瞬間、結衣の上体が反り、背筋を甘い痺れが駆け抜けていく。

「結衣さん、ほんと感じやすいよね」

「やっ、そんなこと言わないで」

　口もとに手をあてて顔を横に背ける。少しの刺激に反応する自分の身体が恨めしい。

「それじゃ、これは？」

　左側の胸の尖った部分を指先でつまんで優しく転がし、右側を舌先でころころと舐る。

「ひゃっ、ああ……やぁんっ……」

　こらえきれずに声を漏らし、首を小刻みに振る。唇をすぼめて吸っては、舌でちろちろと舐められ、結衣はシーツをぎゅっと握った。そうしたところで快感を逃がすことなどできない。それどころか、結衣の反応に気をよくした陽介は、さらに執拗に攻め立てる。

「結衣さん、めちゃくちゃかわいい」

「もう、ほんとに……やめ……」

　これ以上感じると自分がどうなるのか怖いのに、与えられる快感に身体は素直に反応するばかり。下腹部の奥の方がじんじん痺れて、熱いものがほとばしる感覚がする。そんな矢先、ショーツ越しに陽介の指がツツツと触れた。

「やぁっ……！」

　これまでにない快楽が結衣の身体中を駆け抜ける。この前も触れられたはずなのに、そのときよりも自分が敏感な気がする。

　もしかしたらそれは、気持ちが通じ合ったせいなのだろうか。好きな気持ちを我慢せずに見せていいから。

「やば。ごめん、手遅れだけど、脱ごうか」

　なにが手遅れなのかわからないまま、呼吸を乱しながら陽介にされるがまま腰を浮かせる。足首から抜かれたショーツを陽介が結衣の顔に近づける。

「ね？　こんなになってる」

　そう指摘されて目を向けてみると、大事な部分を覆っていたあたりが濡れて光っているのがわかり、顔がカーッと熱くなった。

　実際にその部分がしっとりと濡れて熱を帯びている感覚はあったが、暴かれるととてつもなく恥ずかしい。両腿をかき合わせて閉じたが……。

「ダメだよ。ほら、よく見せて」

　いやいやをするように首を横に振ると、陽介がさんざん弄んだ胸の尖りを口に含む。

「やっ……！」

　神経がそちらに移ったせいで手薄になった腿の間に、陽介の手がするりと忍び込む。胸に吸いつきながら割れ目をなぞると、ぬるりとした感じが伝わり、羞恥が暴れそうになる。

「結衣さん、すごい濡れてる」

「いやっ、言わないで」

　耳もとでいたずらに囁く陽介は、まるで結衣のその反応を楽しんでいるようだ。

　その陽介の言葉を裏付けるかのように、指が動くたびに濡れた音が聞こえてくる。そうして浅瀬を行き来していた指先が、結衣の最も敏感な部分に触れたとたん、結衣の身体がびくんと跳ねた。

　指の腹でくりくりとこねられ、結衣からひときわ甲高い声が漏れる。

「あぁっ……！　やっ、待って、よ、陽介……くんっ、ああっ……んっ……」

「すごい、結衣さん。どんどん溢れてくる。指、挿れるよ？」

　蜜口で遊ぶように浅瀬をなぞったかと思えば、その指がゆっくりと沈んでいく。痛みを想像したが、まったくない。それどころか花芯をいじられながらだったため、結衣は次から次へと打ち寄せる陶酔の波に溺れそうになる。

　くちゅくちゅという音をさせながら抜き挿しを繰り返す指。胸の頂には舌の刺激が絶えず与えられ、三ヶ所の同時攻めが結衣を強烈な快楽の世界へと誘う。

「……ああっ、んふっ……いやぁ……もうダ、メ……。陽介くん……っあぁっ」

「いいよ、結衣さん。イッて。俺にかわいい結衣さんをもっと見せて」

　陽介の指が奥で軽く回される。蜜で濡れた別の指で一番感じやすい花芯を上から下からなぞられ、結衣は腰を自然と振ってしまう。あられもない姿はわかっているが、身体中が疼いて仕方がない。

　指の動きが次第に速くなる。むき出しになった突起は激しく嬲られ、結衣を追い立てる。

「……んっ……あっ、あっ、や、もうダメぇー……！」

　びくんびくんと全身を痙攣させた結衣の身体が、ベットの上で軽く跳ねた。

「もう俺も我慢できない。結衣さん、挿れていいよね？」

　切羽詰まった声が耳をくすぐる。甘い痺れの余韻に浸りながら、結衣はこくんと頷いた。

　視界がぼーっと霞む中、膝を立てられ足を大きく開脚させられた。もはや恥ずかしさよりも、まだ疼く身体を早くなんとかしてほしい気持ちが勝っていた。

　素早く避妊具を装着した陽介の熱い昂りが濡れそぼった箇所にあてられる。したたる結衣の蜜を絡め取るように、堅く反りたったものを前に後ろに動かす。

「んあっ……」

　それだけでついさっき手放したばかりの快感が引き返してきた。

「陽介くん、きて……」

　なんて大胆なと自分でも思った。

「じゃ、いくよ。少し痛いと思うけど、つらかったら言って」

　陽介は結衣の額にキスをひとつ落とし、昂ぶった切っ先を蜜口に突き立てた。強烈な圧迫感が下腹部を貫く。

「結衣さん、少し足の力を抜けるかな」

「あ、ごめんね」

　自分でも知らないうちに全身が強張っていた。深く息を吐き出し、リラックスを試みる。

　ゆっくりと少しずつ、結衣の中に沈み込んでくる陽介の熱の塊。未開の園だった結衣の奥が開かれていく。

「んっ……」

　蜜襞をめりめりと割っていく雄身。予想以上の異物感に声を漏らすと、陽介は挿入を止めた。

「初めてだもん、痛いよね」

「……大丈夫だよ、陽介くん」

　痛みはもちろんあるが、それ以上に陽介を迎え入れられる喜びの方が大きい。

　陽介は慎重に腰を進め、結衣の奥深くを埋めていく。意識して力を抜いたからか、さっきほどの痛みは感じない。ゆるゆると進み、いよいよ最深部まで到達したらしい。ものすごい圧迫感だ。

「結衣さん、全部入ったよ」

「う、うん……」

　上体を倒して覆いかぶさり、陽介が結衣を抱きしめる。文字通り隙間もなく陽介との繋がりを実感し、喜びが胸に溢れる。下腹部の奥がきゅうっと縮まった気がした。

「ちょっ、結衣さん、締めないで」

　陽介の顔が苦しそうに歪む。締めるとはなにか。

「ただでさえキツイのに、締められたらもたないよ」

　そう言われて、今ふたりが繋がっている部分を言っているのだとわかった。ただ、結衣にそのような操作は無理だ。

「そんなつもりはないんだけど……」

「わかってるけど、ずっと我慢してたからやばい。ダメだ、結衣さん、長くもちそうにない。いくよ」

　陽介は切実な顔をしてそう言うと、ゆっくりと腰を動かしはじめた。

「んっ、んっ……」

　痛みを感じたのは抽送の最初のうちだけ。陽介の切っ先があたる最深部から、熱がほとばしるように弾ける。陽介の指でイカされたときとは違う甘やかな刺激が結衣の全身に広がっていく。

　痛みがなくなれば、そこにあるのは快感のみ。経験したことのない刺激が結衣の脳を痺れさせ、恍惚とした興奮状態にした。

「やぁっ……あっ、ん……陽介、くん……んんっ……」

「結衣さん、もしかして感じてくれてる？　気持ちいい？」

「……うん、気持ち……いい……」

　よすぎて、頭がおかしくなりそうだった。初めてなのにこんなに感じる自分はおかしいのではないかと一瞬不安がよぎったが、すぐにそんなことも考えられなくなる。

「嬉しいよ。あぁ、やっぱりもちそうにない」

　陽介の腰の動きがにわかに速くなる。結衣の最奥は音を立てて打ちつけられ、陽介の全身の熱をぶつけられているようだ。熱くてたまらない。

　続けざまに与えられる強い刺激に、結衣の唇からも悦びの声が大きく漏れる。

「はっ、あぁ……っ、やっ、んあっ……ああっ！」

　陽介の顔に苦悩が滲んだ。

「……結衣さん、好きだよ」

「私もっ……陽介くん、が……好きっ。あぁっ……」

　身体だけでなく、言葉までもが結衣を乱れさせる。意識を保つのすら、つらいほどだった。もうなにがなんだかわからず、無我夢中で陽介にしがみつく。

　立て続けに結衣を突いていた陽介は「くっ……」と苦しそうな呻き声を漏らしたかと思うと、腰を強く押しつけて動きを止めた。

　結衣も同時に、欲望の赴くままに駆け上がっていったその先で身体を震わせる。

「あぁっ……！」

　二度目の絶頂だった。全身が反った次の瞬間、陽介に強く抱きしめられた。

　どくどくと脈打つ陽介のものを奥で感じながら、幸せな余韻に浸る。

「結衣さん、大好きだよ」

　落とされるキスを荒い息のまま受け止める。私も、と返す力すら入らない。身体中の熱が噴き出し、まるで陽介と溶け合ったような陶酔感に襲われる。

（いっそのこと、ずっとこのまま繋がっていられたらいいのに。陽介くんと抱き合ったまま永遠に……）

　男の人と愛し合うことが、これほどの幸せをもたらすとは知らなかった。

　少しずつ引いていく快楽の波に揺られながら、充足感に酔いしれる。　脱力する結衣の中からそっと自分のものを引き抜くと、陽介は薄い膜を剥がして再び新しいものをつけた。

「えっ、まだするの？」

　思わず聞いた結衣に陽介が不敵に笑う。

「さっき言ったよね？　朝までずっとって」

　そう言う陽介の男の象徴は、たった今欲望を吐き出したばかりだというのに猛々しく反り立っていた。

　それを見ただけで、結衣の花芯に血流が集まり、蜜口から熱いものが噴出する。

「結衣さんもほしいって言ってるよ」

「そんなことっ」

　意地悪なことを言われるが、違うと言えない状態なのは自分でよくわかる。

　閉じていた膝を開かれ、再び熱い塊を突き立てられると、結衣の粘膜は待っていたかのようにそれを飲み込んだ。

「あぁ……っ！」

　過ぎ去ったはずの快感があっという間に戻ってくる。陽介は結衣を深く突きながら、親指で硬くしこった花芯をこねくり回す。もう片方の手では尖った胸の先端をいたぶった。

「いやぁーーっ、ダメっ、そこ……いやあっ！」

　たちどころに大きな快楽が押し寄せ、結衣を高みへと導いていく。

「いいよ、結衣さん、イッて」

「やっ、ひとりじゃ……いや、なの……。んっ、あぁ！」

「いつまでそう言っていられるかな」

　意地悪な笑みを浮かべ、陽介は容赦なく腰を動かし、膨れ上がった花芯を激しく擦る。海面が立ち騒ぐように結衣の身体はびくびくと震え、もはや頭で制御できる限界を振り切った。

「いやーっ！　陽介くん……！　やっ、あぁーっ！」

　悦びの声が部屋中に響く。結衣は背中を反らせ、足をぴんと伸ばしたあと、ふっと身体から力が抜けた。

　肩を弾ませて呼吸の荒い結衣を繋がったままの陽介が抱きしめる。

「結衣さん、かわいすぎる。いつも会社でクールなのに、こんなにいやらしいなんて誰も思わないだろうな」

「……陽介くんの……意地悪」

　吐息を荒くしながらツンと顔を背けると、陽介は「ごめん」とくすっと笑った。

「でも癖になりそう」

　陽介はいたずらに笑いながら、再び腰を動かしはじめた。

　その後も、ふたりは身体を重ね合ったのだった。










第五章

驚愕の真実発覚











「音無さん、このファイルを楠木(くすのき)建設にメールしてもらってもいいですか？」

　結衣のデスクにやってきた陽介が、パソコンを横から操作して社内の公開フォルダにある資料をクリックする。

　楠木建設とは、伊良部島リゾートのホテル建築を請け負っている企業である。

　ふたりが気持ちを通わせてから三ヶ月が経過。季節は夏を過ぎて秋の入り口にある。

　伊良部島リゾートは来年春の開業を目指し、建設が急ピッチで進んでいる。それに伴い陽介も忙しさを極め、今日もこれから沖縄へ飛ぶ予定だ。

　陽介の希望でふたりのことは会社では内緒。同じ職場で同僚の手前もあるため、それには結衣も賛成だった。

【沖縄から帰ったら、結衣さんの作った料理が食べたい】

　そんなメモを残して、陽介が自分のデスクに戻っていく。こっそりするこうしたやり取りは秘密めいていて、実のところ結衣は楽しんでいたりする。

　たまたま乗り合わせたエレベーターでふたりきりになれば軽くキスを交わし、何食わぬ澄まし顔でデスクに戻ったり、会社から離れた場所で帰りに待ち合わせをしたりする。

　スリルのあるそんな楽しさもあるためか表情がやわらかくなり、このところは職場のみんなともずいぶん話せるようになった。

　今夜は後輩の朋子と食事へ行く予定になっている。陽介と付き合う以前の結衣には考えられない変化だった。




　朋子とふたりでやってきたのは、オープンしたてのイタリアンレストラン。小さなアクアリウムを併設した店内は、水槽からこぼれるブルーの光に癒やされ、リゾート感が溢れている。大人の隠れ家的な店だ。

　コース料理を頼み、スパークリングワインで乾杯する。

「お疲れさまでした！」

　早速喉を潤せば、シュワっとした炭酸が心地いい。

　前菜の蒸し鶏のカチョエペペが運ばれてくると、ふたり揃って「おいしそう」とフォークを持つ。

「伊良部リゾートの完成が待ち遠しいですよね。私、オープンしたら絶対に泊まりたいです」

　朋子が興奮するのも無理はない。ＣＧパースで描かれた完成予定図は、ミーティングの参加者全員を唸らせる美しさ。

　上質のサービスを最高の空間で提供する。そのコンセプト通りに出来上がれば、さぞかし素晴らしいリゾートになるだろう。結衣も非常に楽しみだ。

　料理はその後もラクレットチーズのフリットやローストビーフにペンネアマトリチャーナが運ばれ、次々とふたりのお腹に収まっていく。同様にワインも進み、いい具合にお酒が回ってきた。

　普段から口数の多い朋子はさっきから上機嫌な様子で、会社での出来事をおもしろおかしく話している。自分から話すのが苦手な結衣には、かえってありがたかった。

「伊良部島リゾートといえば、藤井さんにはとっておきの秘密があるんですよ」

　突然、陽介の名前が出たものだから、結衣の心臓が軽くドキッと音をたてる。しかも秘密ときた。

　まさか結衣とのことがバレているのでは？とギクリとした。

　上気した頬を緩めた朋子が、結衣の顔を覗き込む。

「知りたいですか？」

「や、やだ、なぁに？」

　もったいぶったように聞かれて目が泳ぐ。

「ここだけの話にしてくれますか？」

　ということは、結衣との話ではなさそうだ。だとすれば、いったいなんだろうか。

「絶対に内緒ですよ？」

　朋子が頬を上気させ、首をカクンと傾ける。

「やぁね。そんな秘密が藤井くんにあるの？」

　きっと大した話ではないだろうと高をくくる。ふたりが恋人同士だという以外に大きな秘密はないはずだ。

「藤井さん、うちの社長の息子なんです」

「……え？」

「だから、藤井さんは社長の息子。御曹司なんですってば」

　結衣の目が点になる。陽介がアクトアライズの社長の息子？　そんな馬鹿げた話があるものか。

「だって名字が違うじゃない」

　陽介は藤井で、社長は高倉たかくらだ。

「会社では社長の息子だってバレないように、お母さんの旧姓を使ってるんです」

「そんな作り話はやめて」

　お酒の席だから多少の嘘は聞き流せるが、さすがに陽介に関した話は勘弁してほしい。それも、実は御曹司などと。

「作り話じゃないですから。音無さんにそんな嘘をついてなんになるんですかぁ」

　言われてみればその通りだが……。

「でも、どうして北原さんがそんな話を知ってるの？」

「私の兄、実は藤井さんの同級生なんです。最初兄から聞いたときはびっくりしましたけど。でもこの話、社内では人事部長だとか、ごく一部しか知らないと思います。取締役も全員知らないみたいです」

　朋子の兄が陽介と同級生。信ぴょう性のある話の出所だった。

（言われてみれば、あのマンションも……）

　超がつくほどゴージャスなマンションは、二十六歳の陽介が住むには分不相応。父親の持ち物だと言っていたが、それがアクトアライズの社長ならば頷けた。

「イケメンなうえに御曹司なんて、すごい贅沢ですよね。それに性格も悪くないし」

　朋子はひとりでどんどん話を進めていく。

（陽介くんが、社長の息子だったなんて。……御曹司だなんて）

　唐突にもたらされた真実が結衣の心を大きく揺さぶっていた。

　ふたりが恋人同士だという話を会社で内緒にしたいというのは、社長の息子だからなのかもしれない。不釣り合いな関係を父親の耳に入れたくないがために、結衣の口を封じたのではないか。結衣のように同僚の手前仕事がしづらくなるという理由よりも、そっちの方が重大だろう。

（私、好きになっちゃいけない人を好きになっちゃったんだ……）

　そう思わざるを得なかった。結衣はごく一般的な家庭の育ち。父親は普通の会社員だし、母親は短時間パートに出ている。豪華なマンション住まいの陽介とは、生活ぶりがまったく違うのだ。

「音無さん、私の話聞いてますか？」

　目の前で手をひらひらとされ我に返る。

「……あぁ、うん、ごめんね」

「それでですね」

　朋子はいつの間にか陽介とは別の話題を持ち出していた。その話は耳を素通り。相槌だけなんとか返す結衣の頭の中は、陽介が御曹司だというショッキングな事実で溢れかえっていた。




　このまま付き合い続けていくのは無理なのではないか。いつか陽介にふさわしい女性が、結婚相手として隣に立つだろう。そしてそれが結衣でないのは、非を見るより明らかである。

　陽介が沖縄出張で不在の中、三日三晩立て続けに考えるのは、どうしたってふたりの未来についてだった。今を楽しむだけと割り切れればいいのかもしれないが、陽介への想いが日を追うごとに深く大きくなっている結衣にとって、それは無理な話。先の見えない関係を続けていく勇気はなかった。

　まずは陽介に会って、真実を確かめたい。朋子の口からではなく、本当に社長の息子なのか、陽介の口から聞きたかった。そしてそれが真実だったなら……。

　結衣はぐっと唇を噛みしめた。




　朋子から衝撃の事実を聞かされた四日後の土曜日。沖縄から帰った陽介は、空港から直行で結衣のアパートにやってきた。

「結衣さん、ただいまー」

　玄関で出迎えるなり抱きすくめられ、心が大きく揺れる。この温もりを手放さなければならないのかと思うと、胸が捻りつぶされるかのように痛い。

　その背中に手を回したくなるのをぐっとこらえ、「おかえりなさい。お疲れさまでした」とだけ返す。

　結衣を引きはがしてキスをしてこようとした陽介を「コーヒーでも淹れるね」とさりげなくかわした。

　陽介の分だけコーヒーを淹れてテーブルに置く。

　敢えて陽介の隣を避けて向かいに座ると、「なんで離れて座るの？　おいで」とすぐ近くのスペースをトンと叩いた。甘い顔をされると首を横に振れない自分に情けなくなりながら、ずずずと移動する。

「なにか怒ってる？」

　そう聞かれてパッと顔を上げる。目の合った陽介は、不安そうに瞳を揺らしていた。

「四日間、電話できなかったから？」

　陽介は沖縄に滞在中、メッセージ以外の連絡をくれなかった。でも忙しいのはわかっていたし、それを責めるつもりはない。それに電話で声を聞かない方が結衣には好都合だったとも言える。

「結衣さん？　どうしたの？」

　なにも言えずに押し黙る結衣に、陽介はなおも食い下がる。

　ここでだんまりを決め込んでいても始まらない。いつか聞かなくてはならないのだから、今聞いてしまおう。

「……ひとつ聞いてもいい？」

「うん、なんでもどうぞ」

　にっこりと微笑む陽介には、結衣に隠し事などひとつもないように見えた。

（もしかして、北原さんの勘違いなんじゃない？　お兄さんが別の人と勘違いしている可能性だってある気がする）

　土壇場になってそんな考えが頭をかすめる。人間なら誰しも勘違いをするもの。陽介本人からなにも言ってきていないのだから、誤情報の確率の方が高いのではないか。我ながら鋭いところを突くなと思ったら、少しだけ気持ちが軽くなった。

「陽介くんのお父様って、なにをされてる人？」

「えっ……？」

　陽介が明らかに動揺する。普段絶対にないのに、思いきり目が泳いだ。

　ついさっき軽くなった心が、急転直下で重く沈んでいく。

「……アクトアライズの高倉社長がお父様って、本当の話？」

　声が震えているのは自分でもわかった。陽介の様子から、答えが結衣のほしいものとは違うように思えてならない。

「その話、誰から？」

　陽介は質問に質問で返してきた。否定しないということは、真実を意味するのか。

　心臓が嫌な音を立てていく。

「そんなの誰からでもいいから。ねぇ、どうなの？　そうなの？」

　つい切羽詰まったように問いただした。

　陽介が深いため息を漏らす。

「……黙っていてごめん。実はそうなんだ」

　ポツリと呟くような陽介の声を聞いて、気が遠くなっていく気がした。心臓が早鐘を打ち、座っているのに目眩すら感じる。

「でも、いつかちゃんと話そうと思っていたんだ」

「……別れるときがきたら、でしょう？」

「なんでそうなるんだよ」

「だって、社長の息子なら、いつかはアクトアライズを継ぐでしょう？　そうなったら……」

　その先の言葉が続かない。陽介が社長になったときに隣にいるのは、社長夫人にふさわしい女性。それは結衣ではない。

「俺は結衣さんと別れないよ」

　陽介にきっぱりと言われ、ぐらつく心。それを必死に立て直す。

「そんなの無理よ」

「どうして」

　陽介が結衣の両肩を掴み、自分の方へ向かせる。

「私じゃ、次期社長の陽介くんに不釣り合いだから」

「不釣り合いってなに？　俺が将来社長になるから？　今まで一緒に働いてきたのに、どうして急に釣り合いがとれなくなるんだよ。そもそも釣り合いってなに？　そんなものが必要なの？」

「必要よ。陽介くんは社長になる人なの。普通の人とは世界が違うの」

「結衣さんと違う世界なら、そんなところに俺はいたくない。社長の座なんかいらない」

　感情に任せた言葉が陽介の口から飛び出した。結衣を強く引き寄せ、その腕に抱きしめる。四日ぶりに陽介の香りに包まれ、邪な想いが顔を覗かせる。

　陽介が社長の座を諦めてくれるなら、自分は一緒にいられるかもしれない。

（……ううん、なに考えてるのよ。そんなの絶対にダメ）

　一瞬でも腹黒い考えがよぎった自分に腹が立つ。恋愛に溺れて身を亡ぼすパターンだ。

　気を落ち着かせ、心を強くもつ。

「そんな子供っぽいことを言うような人、私、好きじゃない」

　嘘で塗り固めた言葉で陽介を突き放した。心にもないことを言うのが、これほど苦しいとは思いもしなかった。強い力で握りつぶされているようだ。

　結衣を抱き留めていた陽介の腕から力が抜ける。

「私、やっぱり年下は無理みたい。甘ったれだし自分本位で」

　身体が氷のように冷えていく。

「……結衣さん？」

　そっと結衣を引き離し、陽介が悲しく見つめる。その目に惑わされないように、結衣はさらに心を鉄壁のガードで守る必要があった。

「もう終わりにしよう。私、そんな弱い陽介くんとこれ以上付き合っていられないから」

　陽介の次期社長としての立場を自分が奪うわけにはいかない。陽介には陽介の歩むべき道があるのだから。

「そんなのいやだ。俺は結衣さんと別れない」

　一度弱まった陽介の手に、力が再び宿る。掴まれた腕が痛いほどだった。

　本当はその手にすがりつきたい。社長の座は誰かに譲って、ふたりでずっと一緒にいられるようにしてほしい。

　喉の奥までせり上がった想いを必死に押しとどめる。膝の上でぎゅっと握った手は、爪が食い込むほどだった。そうでもしないと、すぐにも気持ちが揺らいでしまう。

「陽介くん、いい加減にして。もう本当に無理なの」

　陽介の手をやんわりと振りほどき、彼を強引に立たせる。その背中を力いっぱい押しやり、無理やり玄関から外へ出した。

　いくら陽介が呆然としていたとはいえ、自分にそんな力があったのかと不思議だった。

　ドアを締め、急いで鍵をかける。

「結衣さん！」

　ドンドンとドアを叩きながら、陽介が名前を呼び続ける。結衣は部屋の片隅で耳を押さえてうずくまった。

（これでよかったんだよね。これしかなかったよね）

　自分に言い聞かせるよう何度も念じる。

　どれくらいそうしていたのか、ふと玄関の向こうが静かになったようだった。

　耳から手をゆっくりと離し、よろよろと立ち上がる。玄関に近づき耳を澄ませると、陽介が遠ざかる足音が聞こえた。

　ふたりが終わった瞬間だった。










第六章

この恋を離さない










　表計算ソフトを立ち上げ、向こう一年間の日付を入力する。〝建築工事〟〝内装工事〟〝什器・備品関連〟などの項目を作り、スケジュールを作成していく。

　一年前のプレゼンで敗れた伊勢志摩リゾートの開発が役員会議で決定し、いよいよ動きはじめていた。

「音無さん、それができたら、いったん見せて」

　伊勢志摩リゾートのプロジェクトリーダーである時田が、結衣のそばを忙しなく行き過ぎながら声をかけていく。時田は、自分の出した開発案が一年遅れとはいえ着手するため、大いに張り切っている。

「はい。各部署へ確認をとりながら、お昼までにはなんとかできると思います」

　結衣は時田の補佐として任命され、そのプロジェクトに深く関わっている。

　陽介と別れて七ヶ月が経過し、季節は春の終わり。桜はとうに散り、昼間は外を歩けば汗ばむ陽気だ。

　どれほど悩もうが、どれだけ悲しみに暮れようが、時間は容赦なく過ぎていく。心は七ヶ月前に置き去りにされたままだが、仕事に打ち込み、余計なことを考えずにいられるのはありがたい。

　別れて以降、陽介も沖縄の開発に忙しく、長期に亘って伊良部島への滞在も多くあり、顔を合わせずに済んでいるのも結衣にとって都合がよかった。

　そうしてパソコンに向かっている結衣のキーボードの上に、ひらりと一枚の資料が配られる。手にとってみれば、それは〝伊良部島リゾート完成セレモニー〟の案内だった。

　オープンはゴールデンウイーク直前。建設に携わった取引先をはじめ、本社の社員も集めた祝賀会が本社近くのホテルで開催されるという。

「結衣さんも、もちろん行きますよね？」

　隣の席から朋子が小首を傾げて微笑む。

　朋子との仲はあれ以来発展し、お互いに名字ではなく名前で呼び合うようになった。朋子が慕ってくれるおかげで、リゾート事業部の面々との距離もさらに縮まった気がする。

「うーん、どうだろう。行けるかな」

　セレモニーの案内を脇に置き、再びキーボードを打ちながら返す。

　出席するであろう陽介とできるだけ顔を合わせずにいたいというのもあるが、純粋に仕事が忙しい。

「えー！　そう言わずに行きましょうよ。それにね、ここだけの話、その場で重大発表もあるらしいですよ」

　キャスター付きの椅子を滑らせ、朋子が結衣のパーソナルスペースに突入してくる。

「これは内緒なんですけどね」

　朋子の内緒話は爆弾並みの破壊力があるため、声をひそめて言われると結衣もつい身構える。

「藤井さんが、いよいよ社長の息子として紹介されるらしいんです」

「……そうなんだ」

　心の準備をしていたとはいえ、声のトーンが落ちてしまい、慌てて笑顔を取り繕う。

　社内で社長の息子だと公になれば、陽介へ向けられる目はガラリと変わるだろう。結衣とは住む世界の違う人間だと、そこで明白になるわけだ。

　朋子がそんな重要な話をいったいどこから聞いてきたのかと思ったら、彼女は「人事部の同期からこっそり聞いちゃいました」とケロリと言う。人事に関する情報だけに部長だけでなく人事の面々にも事前に発表があったのだろうが、それを他部署の朋子に軽々しく話すのはどうなのだろうと疑問だ。

　とはいえ、悪い情報ではないため、深く追求する必要もないだろう。

「取締役に就任するらしいですよ」

　それは妥当な道筋だろう。これまでにいくつかの部署を経験し、そこで腕を磨き、さらには今回のリゾートが完成すれば、立派な後ろ盾となる。伊良部島リゾートはマスコミ各社による宣伝もあり、前評判がかなりいい。取締役への就任を疑問視したり反対したりする者は、おそらくいないと思われる。

「だから行きましょうよ。ね？　同じ部署なんですから」

　そう食い下がる朋子に、結衣は曖昧に返事をするだけに留めておいた。




　陽介の顔を久しぶりに見たのは、結衣がその日の仕事を終え、エレベーターで一階に着いたときのことだった。エレベーターを待つ集団の中にその姿を見つけて、胸がドキッと音をたてる。

　たとえどれだけの人数の中に紛れようが、結衣はたぶん陽介をすぐに見つけてしまうだろう。彼の放つ空気に視線が自然と吸い寄せられていく。

　待っていた人たちがエレベーターに乗り込む中、陽介ひとりだけが立ち止まった。

「お先に失礼します」

　頭を軽く下げて、結衣が彼の脇を通り過ぎたそのとき。

「音無さん」

　陽介に呼び止められ、足を止める。

「元気にしてた？」

　そう尋ねられ、結衣は笑みを顔に張りつけてから振り返った。

　少し日に焼けたか。変わらない陽介の笑顔を見て、自分のことはすっかり吹っ切ったのだと思わされる。でも、それも当然だろう。取締役就任を控えた彼に、過去の恋に惑わされている暇などないだろうから。

「うん。おかげさまで。伊良部島リゾート、いよいよ完成間近ね。本当にお疲れ様」

「ありがとう。……あ、そうだ。セレモニーには音無さんも出るよね？」

「仕事の進み具合によるかな」

　どちらかと言えば、欠席に気持ちは傾いている。

「絶対来てよ」

「……え？」

「出席して」

　強い視線で射抜かれ、言葉に詰まる。

　もしかしたらそれは、社長の息子だからとの理由で別れたからには、責任をもって陽介の行く末を見届けろという意思表示なのかもしれない。

　陽介の毅然とした態度が結衣にそう思わせる。きっとそうなのだろう。

「それじゃ。お疲れ様」

　別のエレベーターが到着し、陽介は今度こそ乗り込んでいった。

　残された結衣は、上がっていくインジケーターをしばらくその場で見続けた。




　一週間後、伊良部島リゾート完成セレモニーの会場であるホテルに、結衣は足を踏み入れた。そこはアクトアライズが経営するホテルであり、結婚披露宴を挙げたい会場のトップテンに毎年顔を並べている。

　土壇場まで顔を出すのを躊躇っていた結衣だが、陽介から出席を強く打診されたのがここへ来る大きなきっかけと言える。

　陽介の雄姿をきちんと見届けるのが、彼を傷つけた結衣の最後にすべき課題。結衣も今日をひとつの区切りとして、またしっかりと歩いていこうと心に決めた。

　仕事の段取りをつけてから会場入りしたため、完成した伊良部島リゾートを撮影した動画はすでに上映を終えており、立食形式の中、出席者たちが思い思いに歓談している。ポケットに忍ばせてきた進行表によれば、あと十分ほどで社長の挨拶となっているから、その場で陽介の紹介があるのだろう。

「あっ、結衣さん！　こっちですよー」

　かけられた声につられて振り向いてみれば、料理をのせた皿を片手にした朋子がいた。部署のみんなも一緒だ。

　そこに陽介の姿がないのは、この後の社長挨拶に備えるためだろう。

「なにか食べたいものか飲みたいものはありますか？」

　気を使ってくれる朋子に、ひとまずウーロン茶をお願いした。

「朋子ちゃんは食べる気満々ね」

　山盛りになった皿を見て、結衣がクスッと笑う。

「そりゃあそうですよ。だって、タダのお料理ですもん。たらふく食べなきゃもったいない」

　なんとそれで三皿目だというから驚きだ。このあとデザートも全制覇するのだと、意気込みは半端ない。

「ご歓談中のところお知らせいたします。只今よりアクトアライズの社長、高倉よりご挨拶があります」

　司会者の案内で、ざわめいていた会場内が静まり返る。出席者たちは一様に設けられたステージを見つめた。

　会場内の照明が落とされ、スポットライトがステージを照らす。そこへ社長が現れると、会場内の雰囲気がどことなく引きしまったように思えた。

　ダークブラウンの上質なスーツに身を包んだ高倉は、ロマンスグレーの髪と相まってダンディな印象だ。親子だと知ったからなのか、穏やかな目もとは陽介とそっくりに見える。陽介の物腰のやわらかさも、父親譲りなのだろう。

　マイクスタンドの前に立った高倉は会場内を見渡し、まずは一礼する。

「本日はお忙しいところ、伊良部島リゾート完成セレモニーにお集まりいただきまして、誠にありがとうございます。皆様の多大なるお力添えもあり、おかげさまでこうしてリゾートを無事にオープンする運びとなりました。重ねてお礼を申し上げます」

　その後に続いてリゾートにかける意気込みや、今後の展望などを語る高倉の低音ボイスは、会場内の熱量を上げていく。

「ええ、ここで突然ではございますが、みなさんに私の息子をご紹介したいと思います。アクトアライズに新入社員として入社し、本日まで数々の部署で修業させてまいりました。今回の伊良部島リゾート開発も中心的役割を担い、そろそろ後継者としてみなさんに紹介しても恥ずかしくはないだろうと思うに至り、ここに紹介いたします。藤井改め、高倉陽介です」

　一瞬、会場が水を打ったように静まり返る。そしてその数秒後、方々から「え？　あの藤井さん？」という驚きの声があがった。

　ステージに陽介が上がると、女子社員たちが黄色い歓声をあげる。それは無理もない。マイクスタンドの前に立った陽介は、堂々として風格さえ漂わせ、温厚で人懐こい彼とはひと味違った雰囲気だったのだ。

　無造作にまとめていた髪はサイドを整髪料できっちりと固め、仕立てのいいスリーピースは光沢素材のためかライトを浴びて艶めいている。なによりもその眼光の強さには、後継者としての決意を秘めていた。

「ご紹介にあずかりました、高倉陽介です。突然の発表で戸惑われている方もいらっしゃるかと思いますが、五月末の株主総会で可決されれば、僭越ながらアクトアライズの専務取締役に就任させていただく予定です」

　自信に満ちた挨拶は、とても結衣より二歳年下には見えない。結衣と別れてからのここ七ヶ月のうちに、エリート御曹司として成長を遂げた凛々しい姿だった。

　その姿に、女性なら誰もが胸をときめかせるだろう。

「また、この場をお借りしまして、もうひとり大切な人を紹介したく思います」

　もうひとりとはいったい誰なのだろうか。

　出席者たちの間からざわめきが巻き起こる。顔を見合わせて「今度は誰だろうね」と囁き合う声が聞こえた。

「実は、結婚を考えている女性がおります」

　そのひと言が結衣の身体を急速に冷やしていく。社長の息子としてお披露目されるだけでなく、陽介の恋人までこの場に登場するとは予想もしていなかった。

　今日は陽介の雄姿を見届けようと思ってここへきたが、その恋人まで目にする心構えはしていないし、できない。陽介はまだ自分を想ってくれているのではないかと、どこかで考えていたのかもしれない。往生際が悪いにもほどがある。

　陽介は新たな恋人と自分の道を歩いていくというのに、別れを切りだした張本人の結衣は全然前に進めていなかった。

　これ以上、会場で見届けるのはできない。結衣は「帰るね」と朋子に耳打ちをし、ステージに背を向けた。

「えっ、結衣さん、帰っちゃうんですか？」

　朋子の声が追いかけてきたが、振り返る余裕はなかった。申し訳なく思いながら、出入り口のドア目指して歩いていく。

「リゾート事業部の音無結衣さん、この会場のどこかにいませんか？」

　なぜかマイク越しに陽介が結衣を呼んだ。

（えっ、どうして……？）

　驚きつつ振り返ると、ステージ上の陽介が結衣を見つけて微笑む。

「結衣さん、ここへ来て」

　陽介がそう言った瞬間、結衣の前にいた人たちがサッと身を引き、そこにステージまで続く道ができる。

「……どうして私、なの？」

　ポツリと呟いた声を陽介が拾う。

「俺は、結衣さんじゃなきゃダメだから。来てくれるよね？」

　思考は一向にまとまらない。いきなり夢の世界にでも迷い込んでしまったかのように、自分の身になにが起こっているのかわからなかった。

　ただ、伸ばされた手と、陽介の真っすぐな瞳に導かれるようにして一歩ずつステージに近づいていく。静まり返ったままの会場で、結衣の歩くヒールだけが音をたてる。三段あるステップの前までやって来ると、陽介はマイクスタンドから離れて結衣に手を差し出した。

「本気なの？」

　小声で問いかける。

（こんなの正気の沙汰じゃない）

「俺はいつだって本気だよ」

「でも、社長は？」

　社長である父親なら、跡取りの息子には相応しい女性をと考えているだろう。

「もちろん了承済みだよ」

　陽介の視線をたどった先にいた高倉は、それに答えるように笑みをたたえて深く頷いた。

「だから、おいで」

　さらにぐいと差し出された手におそるおそる自分の手を重ねる。すると強く引き上げられ、トントントンとリズムよくステップを駆け上がる。ステージ中央まで来ると、あてられたスポットライトの眩しさに目を閉じた。

「この後、プロポーズする予定ですが、皆さんには前もってご紹介いたします。私の未来の妻、音無結衣さんです」

　陽介のおどけたような発言で、静まり返っていた会場が一転して和やかなムードになる。おかげで結衣も少しだけ緊張が解けた気がした。どう発言したらいいのかわからなかったため、ひとまず陽介の隣で頭を下げた。

「皆様は、この後も引き続きご歓談をお楽しみください。突然のことのため彼女は気分が優れないようなので、いったん失礼させていただきます」

「えっ……」

　呆気にとられる結衣の手を引いた陽介と一緒にステージから下りる。「おめでとう」と投げかけられる出席者たちからの挨拶にぎこちなく笑みで返しながら、人の波を縫って会場の外に出た。そのままエレベーターホールへと向かう。

「陽介くん、どこへ行くの？　気分が優れないってなに？」

「いいから」

　そう言いながらエレベーターに乗り込み、タッチパネルで最上階を押す。

「……ホテルを出るんじゃないの？」

「出るまで待てない」

「待てないって？」

　軽い音を立ててエレベーターが止まると、陽介は結衣の肩を引き寄せ大股で歩を進める。一番奥の部屋の前までくると、胸ポケットから取り出したカードキーで開錠した。この部屋はスイートのはず。

「職権は乱用してないよ。経費でも落とさない」

　結衣の心配を察知した陽介が先回りをする。

　ドアを開けて結衣を先に中に入れた。同時にライトが灯り、ヨーロピアン調の内装が重厚な姿を現す。

「でもここでなにをするの？」

「なにって、そんなのひとつしかない」

　振り返りながら尋ねた結衣を引き寄せ、顔を近づける。今にも唇が触れそうな距離で、陽介が切なげに囁く。

「この日をどれだけ待ちわびたと思う？　結衣さんとのことを認めてもらおうと、父を満足させられるだけの最高のリゾートを造り上げようと必死だった。結衣さんにも、ちゃんと大人の男として認めてもらいたくて」

「陽介くん……」

　年下は無理だとか、子供っぽくて自分本位だとか。そんな辛辣な言葉で陽介を傷つけた。

　陽介は、それらを自分の力で跳ね除けたのだ。

「ひどいこと言ってごめんね。でも」

「わかってる。結衣さんにそう言われて、目が覚めたんだ。社長の座も結衣さんも、どっちも絶対に手に入れるって」

　陽介の両手が結衣の頬を包み込み、瞬時に唇を奪われた。

「んっ……」

　食むようにして触れたかと思えば、即座に唇を割って舌が侵入してくる。激しく舌が絡められては強く吸われる。それだけで結衣の脳内は痺れ、呼吸は乱れていく。壁に押し当てられ、夢中になって陽介のキスに応える。

　陽介とまた触れ合えるとは思っていなかった。結衣の未来から陽介は消えたはずだった。それが再びこうしていられる喜びが、結衣の身体に火をつける。

　キスをしながら次々とボタンが外されていくブラウス。露わになったブラジャーのカップをずらすと、膨らみの先端は硬くしこり、ツンと上を向いていた。

　陽介の手に包み込まれた瞬間、結衣の口から甘い吐息が漏れる。

「……ん、はぁ……」

「結衣さん、ずっとこうしたかった。頭の中で何度結衣さんを抱いたか知らないだろ」

　意地悪っぽく言われるだけで、身体の奥がたぎるように熱くなる。

「そ、んなの……しらないっ……んっ」

　膨らみを揉みしだいていた指先が、堅い尖りをくにゅくにゅとつまむと、結衣は白い首筋をのけ反らせた。陽介の唇がそこを軽く吸っては舐め上げると、結衣の下腹部がじゅんと湿る。

「やっ……あぁっ……！」

　胸の先端を口に含み弄びながら、陽介の手がスカートをたくし上げる。露わになった太腿を焦らすように撫で、その手が内側へと次第に移動していく。そのまま敏感な箇所を前後になぞりはじめた。

「んあぁ……あっ……」

　ストッキングとショーツ越しなのがもどかしい。陽介もそう感じたのか、ウエストのゴムに指をかけ脱がせにかかった。両方一気に下ろされてしまったため、反射的に膝を閉じる。

「ダメだよ、結衣さん。それじゃ気持ちよくさせてあげられないでしょ」

「だって……恥ずかしい……」

　目を逸らして顔を背けたが、ヒップラインを微妙なタッチで撫でられ、身体がビクッとした弾みで膝が開く。陽介はすかさずその場に屈み、結衣の片足を自分の肩にのせた。壁に寄りかかっていなければ、今にも倒れてしまう体勢だ。

「いやっ、こんなの……無理だからっ」

　秘めた場所を陽介の顔の前にさらけ出し、羞恥に襲われる。しかも煌々と明るいライトの真下だ。結衣のすべてが陽介の目に。そう思うだけで、なぜか蜜口がヒクヒクとなる。

「でも結衣さんのここは、いやだって言ってないよ？　すごく濡れてるし、まだ触れてないここなんて、もうぷっくり膨らんでる」

　陽介が花芯を指先でちょんと弾いた。

「あああっ！」

　電流が流れたかのような刺激が身体を駆け抜ける。その直後に敏感にしこった花芯は陽介の唇に吸われた。

「やぁぁっ……！　んっ、あぁ……！」

　蜜を絡めた指に花筒を抜き差しされ、頭が朦朧としてくる。子供がいやいやをするように頭を横に振る。

「……よ、陽、介く……ん、お願い……もう我慢が……。ベッドに……んんっ、あっ……」

　花芯を尖らせた舌先で刺激され、蜜口を奥までぐちゃぐちゃにかき回され、快楽の波が何度も何度も結衣に迫ってくる。早く陽介に突いてほしくてたまらない。懇願するように陽介を見つめる。

「わかった。でも俺ももう限界だからベッドまで待てない」

　カチャカチャとベルトの音を立ててスラックスと下着をひと思いに脱いだ後、いきり立った雄身に薄い膜を素早く装着した陽介は、結衣を反転させた。

「壁に手を突いて、腰を突き出してみて」

　言われるままにそうすると、濡れそぼった結衣の花園にためらいもなく陽介の熱くなった塊を突き立てられた。たったひと突きで半分以上が挿入された感じがする。卑猥な水音をたてながら、さらに残りの半分も押し込むように入り込んできた。

「あああっ……！」

　たまらずに甲高い声が漏れる。陽介を迎え入れた喜びに全身が打ち震えた。

　陽介の口からも「くっ」という切なげな声がこぼれる。

「結衣さんのここ、俺の形のままだ」

「そ、そんなの……あたり前、でしょ」

　ゆっくりとした抽送が結衣の身体を揺らす。その度に弾む胸の膨らみを陽介の両手が包み込んだ。

「あぁんっ」

　硬くなった先端を指でこねられ、身体の奥が収縮する。

「……くっ。結衣さん、いきなり締めないで」

「そんなこと……言ったって……！」

　結衣にそんな制御は不可能。性欲の波に本能のままさすらうだけだ。今にも意識が飛びそうなほどの快感に気が狂いそうになる。

「よ、陽介く……ん、……やぁ、もうダメ……」

「ダメだ。もう俺がもたない」

　陽介の動きがどんどん激しくなっていく。局部を打ちつけるパンパンという音が響き渡る。

「あっ、あぁっ……陽介、く……んんっ……」

　最深を強く突かれ、快楽の渦が結衣を飲み込んでいく。

「結衣さん、結婚しよう」

　陽介が耳もとに唇を寄せ、切なげに囁く。吐息交じりの声が結衣の脳髄にまで響いた。

「……い、ま……なん、て……？」

　たしかに結婚と聞こえたが、もしかしたら結衣の聞き間違いかもしれない。あまりの気持ちよさのため幻聴だったのではないか。陽介の抽送に打ち震えながら、わずかに残る理性で考える。

「いや、提案じゃない。結婚する。結衣さんは俺と結婚するんだ」

「ほ、んと……に？」

　セレモニーの会場では〝未来の妻〟だと紹介されたが、陽介から直接言われ心が打ち震える。返事さえ聞かない強引なプロポーズが、結衣の心と身体を完全に解放する。

「……結衣、愛してる。もう結衣なしの世界は考えられない」

　突然の呼び捨てと愛の言葉が結衣を絶頂へと導いていく。陽介の腰の動きがさらに速く、鋭くなった。

「嬉しい……。ああっ……んんっ、私も……愛し、てる……。やぁっ……も、ダメぇ。ああっ！」

「くっ……」

　陽介から短い呻き声が聞こえ、結衣の中で彼の雄身がドクドクと脈を打つ。それに合わせるようにして結衣も背筋を反らせる。身体中にたまっていたエネルギーを放出するように腰がビクビクと痙攣した。

　大好きな人にプロポーズされ、心から愛される。こんなにも幸せな日がくると、誰が予想しようか。少なくとも、地味女から変身を遂げ、クールビューティーだと敬遠されていた頃の結衣には考えられないことだ。

　恋のレッスンと称して始まった陽介との短くも楽しい日々を胸に、この先はまたひとりだと考えていたのだから。

　解き放った己を抜き取った陽介が、余韻に浸る結衣の身体を反転させる。

「結衣さん、ほんとに大好き」

　額をコツンとぶつけ合い、再び戻った〝さん付け〟に結衣が微笑み返す。

「私も大好き、陽介くん。でも、もう呼び捨てにしてくれないの？」

「それじゃ、遠慮なく。結衣、もう絶対に離さない」

　整髪料できっちりとセットされていた陽介の髪が顔にかかり、乱れ具合が妙に色っぽい。熱を孕んだ艶っぽい眼差しで見つめられるだけで、心は天に昇り、潮が引いたように去った恍惚の時間がすぐに引き返してくる。身体の奥が熱くなるのを感じた。

「ふたりの時間はまだ終わってないよ。ほら、結衣、ベッドへいこう」

　ふたりの未来は始まったばかり。これから幸せな時間をふたり一緒に刻んでいく。

　差し出された陽介の手を結衣はしっかりと握りしめた。
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※この作品はフィクションであり、実在の人物、団体、事件とは一切関係ありません。
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